
宋
代
の
姦
罪

之氏、
三珂

産

ョミ
円

は
じ
め
に

一
つ
誌
邪
悪
な
小
人
、
法
を
犯
し
乱
を
起
こ
す
人
、
例
え
ば
姦
臣
、
姦
設

を
指
す
。
二
つ
に
は
わ
ざ
わ
い
や
乱
れ
を
指
す
。
三
つ
に
は
正
統
で
な
い
性
関
孫
を
指
す
。
婚
姻
を
経
な
い
で
性
関
係
を
も
っ
男
女
は
、
伝
統

護
文
に
お
い
て
は
「
姦
」
と
い
う
字
に
辻
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。

社
会
に
お
い
て
は
、
単
に
承
認
さ
れ
な
い
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
覚
し
た
場
合
は
処
罰
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
姦
に
は
和
姦
と
強
姦
の
区

別
が
あ
り
、
男
女
が
富
由
意
志
で
性
爵
孫
を
も
っ
和
姦
に
対
し
て
、
強
姦
は
強
く
脅
し
て
梧
手
を
抵
抗
で
き
な
く
さ
せ
て
性
関
係
を
も
つ
こ
と

で
、
一
般
に
は
強
姦
は
男
性
が
女
性
を
脅
迫
し
て
行
う
性
行
為
を
指
す
。
そ
し
て
法
律
上
の
姦
罪
は
婚
娼
関
係
を
具
え
な
い
男
女
の
性
関
係
に

対
す
る
処
罰
を
意
味
す
る
。

姦
罪
の
法
文
は
い
に
し
え
よ
り
あ
り
、
下
倉
渉
氏
は
張
家
山
漢
穫
の
「
二
年
律
令
」
を
主
と
し
、
睡
虎
地
秦
簡
を
ま
じ
え
て
、
秦
漢
時
期
の

姦
罪
を
考
察
し
、
姦
罪
に
は
当
時
す
で
に
和
姦
と
強
姦
の
区
加
が
あ
り
、
姦
罪
の
現
行
犯
逮
請
の
原
則
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

和
姦
の
場
合
、
女
性
は
未
婚
と
既
婚
で
処
罰
が
異
な
り
、
強
姦
の
処
罰
の
対
象
は
男
性
に
限
ら
れ
る
。
唐
律
と
較
べ
る
と
、
漢
律
の
刑
罰
に
は

僅
か
だ
が
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
妻
」
「
母
」
の
地
位
に
後
代
と
差
が
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
母
系
血
縁
関

係
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
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七
野
敏
光
氏
は
、
『
一
克
典
章
」
に
晃
え
る
一
一
郊
事
案
件
に
よ
っ
て
元
代
の
強
姦
罪
の
「
既
遂
」
と
「
未
遂
」
の
状
況
を
分
析
し
、
強
姦
犯
を

殺
害
し
た
場
合
の
処
分
を
論
じ
て
い
る
。
妻
の
姦
通
椙
手
を
殺
し
た
夫
は
二
審
後
に
釈
放
さ
れ
て
い
る
。
の
ち
の
明
律
の
規
定
で
は
姦
夫
・
姦

婦
を
殺
し
た
夫
は
刑
事
責
任
を
関
わ
れ
な
い
が
、
そ
の
立
法
背
景
は
元
代
の
判
決
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
。

姦
罪
に
対
す
る
刑
罰
に
つ
い
て
は
、
張
中
秋
氏
が
、
漢
(
『
漢
書
』
)

-
唐
(
『
唐
律
疏
議
』
)

-
宋
(
『
宋
荊
統
』
)

-
元
(
『
元
史
」
刑
法

志
)

-
清
(
『
大
清
律
』
)
等
各
王
朝
の
姦
罪
の
規
定
を
考
察
し
て
、
中
国
伝
統
法
の
姦
罪
処
罰
に
対
す
る
七
つ
の
原
賠
を

-
明
会
大
明
律
」
)

不
し
て
い
る
。

イ

強
姦
の
罪
は
和
姦
よ
り
重
く
、
既
遂
は
未
遂
よ
り
罪
が
重
い
。

ロ

強
姦
の
場
合
婦
女
は
罪
せ
ら
れ
な
い
が
、
和
姦
の
場
合
は
男
女
同
罪
で
あ
る
c

夫
の
い
る
女
性
の
姦
罪
は
夫
の
い
な
い
女
性
の
場
合
よ
り
重
い
。

ノ、

親
属
相
姦
(
親
属
聞
の
姦
罪
)

は
常
人
の
相
姦
よ
り
重
い
。

ホ

奴
が
主
を
姦
す
れ
ば
重
刑
に
処
せ
ら
れ
る
が
、
主
が
贈
を
姦
し
て
も
処
罰
さ
れ
な
い
。

賎
が
良
を
姦
す
る
の
は
良
が
賎
を
姦
す
る
よ
り
罪
が
重
く
、
良
賎
の
相
姦
は
通
常
の
姦
よ
り
重
い
。

J¥ ト

官
民
・
憎
裕
の
相
姦
の
罪
は
通
常
の
姦
よ
り
重
い
。

以
上
の
原
期
ほ
「
茸
建
論
理
刑
法
思
想
」
を
反
映
し
て
い
る
と
す
る
が
、
張
氏
は
さ
ら
に
強
姦
罪
は
元
代
以
後
よ
り
重
く
な
り
(
死
刑
)
、
ま

(
3
)
 

た
姦
夫
を
殺
し
た
場
合
の
条
文
が
増
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
七
野
氏
が
強
姦
罪
は
金
代
よ
り
絞
飛
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
下
倉
弐
は
張
氏
の
説
は
誤
り
で
あ
る
と
し
て
い
る

が
、
氏
は
さ
ら
に
姦
罪
に
死
刑
を
適
用
す
る
の
は
最
も
早
く
は
五
代
に
出
現
し
て
お
り
、
宋
に
至
っ
て
死
よ
り
減
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

ま
た
下
倉
弐
は
麿
律
と
照
明
請
律
の
姦
罪
の
条
文
を
比
較
し
て
、
明
清
律
の
和
姦
の
刑
罰
は
唐
律
よ
り
西
等
軽
く
な
っ
て
い
る
が
、
強
姦
の
罪
泣

麿
律
よ

9
重
く
、
絞
荊
に
処
せ
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
(
宋
の
一
時
期
を
除
け
ば
)
議
酷
な
刑
を
科
す
強
姦
処
罰
の
あ
り
方
は
、
震
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朝
滅
亡
以
後
の
常
制
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

宋
代
に
関
し
て
は
、
郭
束
旭
氏
が
「
宋
代
法
制
研
究
」
第
三
章
「
宋
代
荊
法
中
的
罪
名
法
」
に
お
い
て
、
「
強
姦
」

「
和
姦
」
・
「
人
力
・
女
使
犯
姦
」
・
「
犯
姦
従
夫
語
法
」
・
「
媒
合
為
姦
」
の
項
目
を
挙
げ
て
「
慶
元
捺
法
事
類
」
に
掲
載
さ
れ
る
姦
罪
の

特
色
を
紹
介
し
て
い
る
。

諦
立
言
氏
は
、
『
名
公
書
判
清
明
集
」
を
主
に
用
い
て
宋
代
の
家
庭
の
訴
訟
を
扱
っ
た
が
、
そ
の
中
の
一
節
で
、
六
件
の
産
系
親
属
関
の
姦

罪
事
件
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
子
女
が
尊
長
を
告
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
類
い
の
事
件
で
は
父
母
を
処
罰
す
る
の
で
は
な
く
て

子
女
が
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

宋
代
の
姦
罪
の
研
究
は
、
現
段
階
で
は
な
お
十
分
で
は
な
い
と
言
え
る
。
柳
立
言
氏
の
研
究
は
家
庭
に
関
す
る
案
件
に
お
け
る
家
父
長
権
威

の
問
題
を
中
心
に
置
い
て
い
て
、
姦
罪
の
検
討
は
主
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
郭
東
坦
氏
の
紹
介
し
た
件
は
、
な
お
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
G

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
宋
代
の
法
典
で
あ
る
『
宋
刑
統
」
と
『
慶
元
篠
法
事
類
』
を
利
用
し
、
そ
れ
に
南
宋
の
判
語
を
集
め
た
「
名
公
書
判
清

「
親
異
相
姦
」

明
集
」
を
加
え
て
、
宋
代
の
姦
罪
問
題
を
検
討
す
る
。
宋
代
の
姦
罪
の
法
文
と
裁
判
事
件
の
分
析
を
通
じ
て
、
伝
統
社
会
の
下
で
の
姦
罪
事
件

の
処
理
方
式
の
解
明
を
一
歩
進
め
た
い
。

条
文
か
ら
み
た
宋
代
の
姦
罪

下
詔
し
て
日
く
、
「
(
中
略
)
志
に
夫
を
有
す
る
婦
人
の
強
姦
さ
る
る
者
あ
ら
ば
、
男
子
は
決
殺
し
、
婦
人
誌
笠
せ
ず
。
其
の
和
姦
を
犯
す

者
は
並
び
に
律
に
准
じ
て
科
断
し
、
罪
は
死
に
至
ら
ざ
れ
。
其
の
余
の
姦
私
の
罪
犯
は
格
律
に
准
じ
て
処
分
せ
よ
。
(
中
略
)
」
と
。
是
よ

宋代の姦罪

下
倉
渉
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
五
代
の
姦
罪
は
極
刑
を
も
っ
て
延
せ
ら
れ
た
。
『
泊
五
代
史
」
巻
一
酉
七
刑
法
志
に
見
え
る
後
周
の
太
担

広
瀬
二
年
二
月
条
に
は
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り
先
、
晋
の
天
福
中
の
勅
は
、
凡
そ
和
姦
す
る
者
は
、
男
子
・
婦
人
並
び
に
極
法
に
処
す
。
是
に
至
り
始
め
て
改
め
て
律
文
に
従
う
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
後
晋
の
時
に
は
姦
を
犯
す
者
は
一
律
に
死
刑
と
な
り
、
後
周
の
時
に
は
じ
め
て
強
姦
者
は
死
刑
の
判
決
を
受
け
、

和
姦
者
が
死
刑
を
も
っ
て
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

宋
初
、
五
代
の
厳
荊
を
改
め
て
唐
律
の
体
系
に
回
帰
し
た
。
唐
律
を
継
承
し
た
「
宋
刑
統
」
は
、
姦
罪
の
部
分
は
基
本
的
に
唐
律
と
同
じ
で

あ
る
。
戴
炎
輝
弐
辻
、
膚
律
の
規
定
に
よ
り
、
姦
罪
に
分
類
を
加
え
、
普
通
の
姦
罪
で
あ
る
「
良
人
相
姦
」
の
他
に
、
六
つ
の
特
別
姦
罪
が
あ

る
と
し
た
。

イ

良
賎
相
姦

賎
の
男
子
が
主
あ
る
い
は
そ
の
親
族
の
女
性
を
姦
す
る

親
異
相
姦

ロノ¥

監
守
梧
姦

ホ

父
母
あ
る
い
試
夫
の
喪
に
あ
る
時
の
姦

J¥ 

道
冠
の
姦

こ
れ
ら
六
つ
の
特
別
な
姦
罪
の
中
に
は
、
非
合
法
の
婚
婚
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
男
性
が
同
姓
の
小
功
親
や
嘗
て
小
功
親
の
妻
で
あ
っ

た
女
性
を
安
る
こ
と
は
姦
罪
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
内
乱
」
(
「
十
悪
」
の
一
つ
)
に
あ
た
る
。
道
士
・
女
冠
・
僧
・
尼
の
姦
で
あ
る

(
ヘ
)
を
除
く
そ
の
他
の
四
項
は
「
長
賎
不
婚
」
・
「
監
臨
宮
は
監
臨
す
る
所
の
女
を
妾
る
を
得
、
ず
」
・
「
喪
に
居
り
て
は
婚
せ
ず
」
の
原
期

に
基
づ
い
て
い
て
、
た
と
え
婚
嫁
を
経
て
い
て
も
非
合
法
の
婚
姻
と
な
る
。
唐
律
中
の
六
つ
の
特
別
姦
罪
は
、
伝
統
的
な
身
分
制
を
反
映
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
伝
統
的
な
法
で
は
認
め
ら
れ
な
い
婚
娼
関
係
を
そ
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
。

「
宋
刑
統
』
は
宋
王
朝
の
基
本
法
で
あ
る
が
、
し
か
し
宋
代
に
通
行
し
て
い
た
法
津
は
実
際
に
は
「
勅
」
で
あ
っ
て
「
律
」
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
時
代
の
変
遷
に
よ
り
律
文
に
用
い
る
べ
き
で
な
い
所
が
多
く
出
て
き
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
宋
代
の
統
治
者
は
、
律
と
同
等
の

68 50号お茶の水史学



効
力
を
も
っ
「
勅
」
を
頒
布
し
て
時
代
の
求
め
に
適
応
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
南
宋
に
成
書
さ
れ
た
「
憂
元
捺
法
事
類
』
は
宋
代
の
「
勅
」
の
成

文
法
典
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
の
姦
罪
の
部
分
に
は
援
に
少
な
か
ら
ぬ
新
増
の
条
文
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
新
増
の
条
文
は
時
代
の
変
化
を
表
現

し
て
お
り
、
そ
の
時
代
の
意
義
を
有
し
て
い
る
。
以
下
に
、
『
宋
荊
統
』
(
「
律
」
)
と
『
慶
元
捺
法
事
類
』
(
「
蕩
」
)
の
姦
罪
の
規
定
を
比
較
し

て
、
宋
代
の
姦
罪
の
扱
い
の
発
展
を
探
り
た
い
。

(
一
)
強
姦
罪
の
加
重
傾
向

嬉
嬉
欝
孫
を
具
え
な
い
男
女
に
発
生
す
る
性
行
為
が
姦
罪
で
あ
り
、
双
方
が
と
も
に
望
ん
だ
和
姦
と
一
方
が
強
制
力
を
行
使
し
た
強
姦
を
含

む
。
男
性
は
婚
掘
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
陪
わ
ず
処
分
さ
れ
、
女
性
は
未
婚
と
既
婚
で
処
分
が
異
な
る
。
『
宋
刑
統
』
と
『
慶
一
瓦
篠
法
事
類
」

の
姦
罪
規
定
に
つ
い
て
の
条
文
を
表
A
に
ま
と
め
た
の
で
、
参
照
し
て
欲
し
い
G

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
表
を
多
用
す
る
が
、
比
較
に
便
と

す
る
た
め
、
該
当
す
る
法
令
は
書
き
下
し
に
し
な
い
で
原
文
に
句
読
点
を
付
け
る
の
み
と
す
る
。

「
律
」
の
姦
罪
の
処
罪
は
、
和
姦
で
あ
れ
ば
男
女
同
罰
、
夫
の
あ
る
婦
は
一
等
を
加
重
し
、
仲
立
ち
を
し
た
者
は
一
等
を
減
ず
る
(
表
A
の

①
)

Q

強
姦
は
男
性
の
み
を
対
象
と
し
、
女
性
は
罪
せ
ず
、
処
罰
は
和
姦
に
一
等
を
加
重
し
て
い
る
(
表
A
の
②
)
。
姦
の
行
為
に
よ
り
生
じ
た

傷
害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
処
罰
は
一
般
の
傷
害
罪
に
一
等
を
加
重
す
る
(
表
A
の
③
)
。

宋
代
の
姦
罪
の
変
化
は
強
姦
罪
の
処
罪
の
加
重
に
最
も
明
確
に
現
れ
て
い
る
。
「
勅
」
の
「
流
三
千
里
、
遠
悪
州
に
配
す
」
は
、
「
律
」
の

「
徒
二
年
」
に
比
べ
る
と
五
等
が
加
重
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
和
姦
の
対
象
と
な
る
女
性
の
年
齢
が
十
歳
以
下
で
あ
れ
ば
、
強
姦
行
為
と
見
な

さ
れ
る
(
表
A
の
②
)
。
宋
代
で
実
擁
さ
れ
た
折
杖
法
で
は
、
「
律
」
の
五
刑
は
杖
刑
に
換
算
さ
れ
(
表
B
参
照
)
、
流
三
千
里
の
実
際
の
荊
罰

は
「
脊
杖
二
十
、
配
役
一
年
」
と
な
る
。
配
役
と
は
、
犯
罪
者
の
顔
面
に
入
墨
を
し
た
あ
と
、
霜
軍
の
雑
役
部
誌
に
配
し
て
叩
服
役
さ
せ
る
こ
と

で
、
配
す
る
地
点
と
の
寵
離
で
荊
罰
の
軽
重
を
表
示
す
る
。
「
遠
悪
州
」
と
は
、
広
高
の
「
甫
患
・
新
・
循
・
権
・
高
・
雷
・
化
・
賓
・
容
・
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表A、通常の姦罪の規定

罪名 律(W宋荊統~ ) 動(lJ憂元篠法事類~ ) 

① 諾姦者，徒一年半;有夫者，徒二 (-

和姦 年。 (巻26雑樟「諸色犯姦J) 

諸和姦，本銭無婦女罪名者，与男

子同。 {巻26雑律 f諸色犯姦J) 

其媒合姦通，減姦者罪一等。 (巻

26雑律 f諸色犯姦J) 

一一一----
諾姦未成者，減巳成罪一等。(巻80r諸色犯姦
-雑穀J) 

誘謹者，杖八十。婦女非和田者，11:坐男子。

巻80r諸色犯姦・雑勅J) 

② 強者，各加一等。 {巻2僻長律「諸 諾強姦者，女子十歳以下，雄和亦向。流一千里，

強姦 色犯姦J) 重己遠悪チ1'1。 (巻80r諸色犯姦・雑勅J) 

強者，婦女不坐。 〈巻26雑律 f諸 モーー

色犯姦J) 

(強姦)未成，配五百里。 (巻80r諸色犯姦・
雑勅J) 

先強後手口，男従強法，婦女減和一等。 〈巻80

f諸急犯姦・雑勅J) 

部因盗市強姦者，絞;蜂非財主亦是。(巻80r藷
色犯姦・雑穀J) 

(因盗荷強姦)会患及未成，配千里。 〈巻80

「諸色犯姦・雑勅J) 

③ 折傷者，各力日間折蕩罪一等。 (巻2モーー

姦によ 6雑律「諸色犯姦J) 

る殺傷 〈強姦未成〉折傷者，絞。 (巻80r諸邑泡姦・
雑勅J) 

諸国姦市過失殺傷入者，論如因盗過失律。因強

姦者，以故殺傷論。(巻80r諸色犯姦・雑勅j

注:← は前代の法を継受していることを示す。
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表B、折杖法表

五 等級 建j窪密 (963)年 大観二(110 政和入 (1118) 南宋理宗年間(1225........ 

刑 8)年 年 1264) 

流 カB投流 脊杖二十，配

lflj 役三年

読二千 脊杖二十，記

呈 役一年

流二千 脊杖十人，配

五百里 役一年

流二千 脊杖十七， sj2. 

呈 役一年

徒 徒三年 脊杖二十 脊杖二十 脊投二十

剤 提二年 脊杖十人 脊杖十七 脊杖十七

半

徒二年 脊杖十七 脊杖十五 脊杖十五

徒一年 脊杖十五 脊杖十一 脊杖十一

半

徒一年 脊杖十一 脊杖十二 脊杖十二

杖 杖一吉 害杖二十 響杖二十 害杖二十

芳日 杖九十 害杖十人 警杖十七 ワ

杖八十 腎杖十七 軍事杖十玉 ワ

杖七十 害杖十五 警杖十一 。
杖六十 腎杖十一 軍軍投十二 ワ

金Eヨ支 答五十 腎杖十 小杖二十 小杖十 小杖二十?

lfIJ 答四十 磐杖八 小杖十五 小杖八 小杖十五?

答ニ十 害杖八 小杖入 小杖七 小技十二?

苔二十 磐杖七 小杖七 小杖六 ワ

答十 害杖七 小杖玉 小杖五 ワ

注:本表は)11村康「宋代折杖法拐考jの提示する資料により作成。
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環
州
、
万
安
・
昌
化
・
吉
陽
軍
」
を
指
す
。
な
お
、
北
宋
で
は
強
姦
犯
は
「
沙
門
島
」
に
配
し
た
が
、

に
な
っ
た
故
、
「
護
州
・
万
安
軍
・
昌
化
(
軍
)
・
朱
皇
軍
に
移
配
せ
よ
」
と
下
令
し
て
い
る
。

の
ち
、
こ
の
島
へ
の
記
数
が
い
っ
ぱ
い

こ
の
ほ
か
宋
代
に
は
姦
罪
の
内
容
に
つ
い
て
誌
さ
ら
に
詳
紹
な
規
定
が
あ
り
、
既
存
の
和
姦
と
強
姦
の
ほ
か
、
「
誘
謹
(
誘
惑
し
て
戯
れ

る)」

「
姦
未
だ
成
ち
ず
(
姦
し
よ
う
と
す
る
が
行
為
が
実
行
さ
れ
な
い
。
和
姦
と
強
姦
の
双
方
を
含
む
)
」

「
先
強
後
和
(
強
制
に
始
ま

る
が
和
姦
に
終
わ
る
こ

「
盗
に
国
ち
て
強
姦
(
盗
に
入
っ
て
強
姦
に
及
ぶ
)
」
と
い
う
盟
つ
の
状
況
の
姦
罪
が
設
定
さ
れ
て
い
る

(表
A
の

①
、
②
)
。
こ
れ
辻
、
宋
代
の
法
律
が
既
に
発
展
し
て
い
て
、
行
為
の
動
機
と
行
為
の
後
に
発
生
し
た
変
化
つ
ま
り
、
行
為
の
動
機
の
発
生

(
「
誘
一
語
」
)
か
ら
仔
為
の
発
生
(
「
姦
未
だ
成
ら
ず
」
と
「
姦
」
)
、
行
為
の
発
生
後
の
変
化
(
「
先
強
後
和
」
)
、
そ
し
て
そ
の
他
の
犯
罪
中
に
お

け
る
発
意
(
「
盗
に
国
与
て
強
姦
」
、
を
分
け
て
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
姦
罪
は
宋
代
に
至
っ
て
重
要
な
突
破
と
発
展
を
見
た
と
言
え
る

の
で
あ
る
。

(
二
)
「
内
乱
」
の
範
囲
の
拡
大
と
身
分
制
の
転
換

親
属
聞
の
姦
は
律
文
上
は
「
内
乱
」
罪
に
属
す
る
が
、
宋
代
の
法
律
は
内
乱
の
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
。
「
宋
刑
統
」
(
「
律
」
)
と
「
慶
元
篠

法
事
類
」
(
「
勅
」
)
を
比
較
す
る
表
C
を
以
下
に
掲
げ
る
。
「
律
」
は
「
小
功
以
上
の
親
属
を
姦
」
し
た
場
合
を
「
内
乱
」
と
し
て
い
る
が
、

「
勅
」
は
修
正
し
て
「
同
宗
の
組
麻
親
を
姦
す
る
者
は
内
乱
に
入
る
」
と
し
て
い
る
(
表
C
の
①
)
。
ま
た
「
律
」
の
規
定
す
る
親
族
の
姦
罪

は
穏
麻
・
小
功
・
大
功
親
を
包
括
す
る
が
、
「
勅
」
は
女
使
と
義
子
孫
の
規
定
を
増
し
て
い
る
(
表
C
の
⑤
、
⑤
)
。

・
妾
(
主
人
の
子
を
産
み
、
も
し
く
は

「
律
」
の
規
定
す
る
家
庭
秩
序
の
中
で
は
、
女
性
配
偶
者
に
辻
、
そ
の
摺
綾
に
よ
っ
て
妻
(
一
人
)

解
放
さ
れ
た
嬉
も
な
り
う
る
。
複
数
可
)

-
埠
(
賎
民
的
存
在
、
護
数
耳
)
の
三
種
の
身
分
が
あ
っ
た
。
宋
代
以
後
に
は
賎
民
階
級
は
次
第
に

消
滅
し
、
良
民
の
一
雇
錆
人
が
こ
れ
に
代
わ
っ
て
行
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
女
使
が
埠
に
代
わ
っ
て
家
の
新
成
員
に
な
る
の
で
あ
号
、
「
葬
」
の
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表C、親属相姦の規定

律(U宋荊統Jl) 動(U慶元議注事類Jl) 

① 十日内乱。謂姦小功以上競、父祖妾及与和 諸姦需宗密、蘇親者，入内乱。 (巻80r諸色犯姦!
者。 (巻3名伊j律「十悪J) -雑穀J) 

② 諸姦線、麻以上袈及鰐、麻以上競之妻，若 モーー

妻前夫之女及同母異父姉妹者，徒二年

;強者，流二千里;折傷者，絞。妾z

誠一等。余条姦妾，準此。(巻26雑樟 f

諸色犯姦J) 

③ 諸姦従裡祖母始、従裡{白叔母姑、従父 モーー

蜂妹、従母及兄弟妻、兄弟子妻者，流

二千里;強者，絞。(巻26雑律「諸色

犯姦J) 

@ 藷姦父担妾、語曾経有父祖子者。伯叔母 モ一一

、姑、室長妹、子孫之婦、兄弟之女者，

絞。郎姦父裡所幸稗，減二等。 〔巻2

6雑律 f諸色犯姦J) 

⑤ 藷姦父、担女使，徒二年，非所幸者，杖-13，

曾経有子以妾論，罪至死者奏裁。姦)311房及異居

親女使，以凡論， )3司房非所幸者，杖八十。 {巻

80 r諸色犯姦・雑穀J) 

⑤ 諾義子孫姦所養之家尊長及異居期親尊長，並依

棺殴加等法，婦女以凡姦論。(巻80r諸色犯姦
-雑穀J) 

⑦ 諾被入設撃折傷以上，若盗及強姦，盤 諸姦本宗異居想、森以上親，本宗異居総麻以上親之母

寿人皆得捕繋，以送宮司。措格法，準 、女、妻詩。穂、依罰籍措格法。 〈巻80r諸色混姦
上条。即姦同籍P忠雄和，聴従捕格法。 ( ・捕亡勅J) 

巻28捕亡律「格吏追捕罪人J) 

③ 諸問籍若本宗異若鱈、麻以上尊長，本宗鋸麻以上親

之母、妻為尊属者向。与入和姦，不許告捕。因与姦

人争競致彰霧，事相連及者，不従告坐。却因姦事面殺

蕩姦人者，聴、依捕格法，罪至死者，奏裁。和姦

之入，両論如法。 {巻80r諸色犯姦・捕亡律J) 

注: ← は前代の法を継受していることを示す。
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表D、良賎桔姦の規定

① 

勅([f慶元{産法事類~ ) 

諸受人欲握者，若鍾入欲販者，拐犯及姦，並同

凡人。姦欲雇、欲販婦女者，止坐男子。(巻80r諸色
狸姦・名伊i東JJ) 

@I (諸姦者，徒一年半;有夫者，捷二年i←
。〉部曲、雑戸、宮戸姦良入者，各加

一等。即姦宮私埠者，杖九十。奴姦緯

，亦向。姦能人部曲妻，雑戸、官戸揚

女者，杖ー吾。

{巻26薙樟 f諸色犯姦J) 

③i諾奴姦良入者，徒二年半;強者，流;I← 
折傷者，絞。其部歯及奴，姦主及主人

e 

e 

之周袈，若罵親之妻者絞;婦女，誠一

等;強者，軒。部姦主之恕麻以上親，

及銀蘇以上義之妻者，流;強者F 絞。

〈巻26雑律 f諸色程姦J) 

諸入力姦主，品官之家，絞，未成配千里，強者

斬，未成配広南;民庶之家，加凡人三等，配五

百呈未成百三耕，'1'1.強者絞，未成記三千室。即

姦主之親，親之妻鹿軽或無撮者，各用其夫鰻。品宮之

家，懇麻、小功，加凡ム一等，大功、期親遁加

一等，己成並配鋒;H;民庶之家，大功以上，各
減品官之家一等。以上和姦者，婦女各滅入力一

等。(巻80r諸生犯姦・雑勅J) 

諸国人力姦主者，品官之家，力日凡姦二等;民庶

之家，却一等。罪但客姦主，各加二等。以上婦

女及i日主与女使姦者，各以凡論。(巻80r諸色
犯姦・雑勅J) 

注: ←は前代の法を継受していることを示す。
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「
父
祖
の
幸
す
る
所
の
緯
を
姦
す
る
」
条
文
の
機
龍
は
「
勅
」
の
「
父
祖
の
女
使
を
姦
す
る
」
条
文
に
移
っ
た
の
で
あ
る

(表
C
の
④
、
⑤
)

「
勅
」
の
新
条
文
は
宋
代
の
家
庭
構
造
の
変
化
を
反
映
し
て
い
て
、
当
時
の
社
会
の
現
実
の
状
況
に
適
応
さ
せ
て
い
る
。
義
子
孫
の
条
文
試

そ
れ
に
あ
た
る
。
「
律
」
の
異
姓
養
子
の
認
定
基
準
は
厳
搭
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
宋
代
以
後
の
異
姓
養
子
の
認
定
は
緩
や
か
に
な
る
傾
向
が

あ
る
。
故
に
「
毅
」
誌
家
庭
の
新
成
員
で
あ
る
義
子
孫
を
姦
罪
の
範
囲
内
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。

宋
代
の
身
分
棋
の
転
換
は
良
賎
関
の
姦
の
規
定
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
例
に
な
ら
っ
て
「
律
」
と
「
勅
」
の
規
定
を
対
照
す

る
表
D
を
作
成
し
た
。
奴
嬉
や
部
曲
階
層
の
消
失
が
「
律
」
の
良
賎
身
分
間
の
姦
の
規
定
を
形
式
化
さ
せ
、
一
雇
需
人
で
あ
る
入
力
、
氾
の
入
力

と
主
人
、
田
の
主
人
と
の
間
の
姦
の
規
定
が
現
れ
る
。
「
勅
」
の
一
雇
嬉
人
の
規
定
が
当
時
の
社
会
の
現
実
の
状
況
を
京
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
三
)
夫
妻
関
係
の
変
色

「
勤
」
に
は
夫
妻
の
犯
姦
に
関
す
る
条
文
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
婚
娼
の
不
正
常
な
状
態
下
に
起
こ
る
犯
姦
行
為
に
対
処
す
る
も
の
で
あ

る
。
表
E
に
関
係
の
規
定
を
掲
載
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
違
法
な
結
婚
を
し
た
夫
妻
、
「
義
絶
」
を
犯
し
た
が
ま
だ
強
制
的
に
離
婚
さ
せ
ら
れ

て
い
な
い
夫
妻
、
勝
手
に
夫
か
ら
離
れ
た
婦
女
の
三
種
の
状
況
か
ら
成
る
(
表
E
の
①
、
②
、
③
)
。

「
律
」
の
い
わ
ゆ
る
違
法
婚
姻
(
「
律
に
違
い
て
婚
を
為
す
」
)
は
、
親
属
関
係
に
あ
る
婦
女
(
同
姓
の
者
、
有
服
親
、
有
服
親
の
妻
)

(
お
)

亡
し
た
婦
女
・
監
臨
下
の
女
性
・
夫
の
あ
る
婦
を
妻
と
す
る
こ
と
か
ら
良
賎
聞
の
通
婚
を
含
む
。
同
姓
の
穏
麻
以
上
と
小
功
以
上
の
親
属
の
婚

姻
は
姦
罪
を
も
っ
て
処
断
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
「
律
に
違
い
て
婚
を
為
す
」
者
は
み
な
離
婚
さ
せ
ら
れ
る
。
「
義
絶
」
と
は
、
夫
妻
の
い
ず
れ
か

一
方
が
相
手
の
親
屠
を
殺
傷
す
る
、
或
い
は
相
手
の
親
属
と
姦
通
す
る
と
い
う
行
為
を
指
し
、
い
っ
た
ん
「
義
絶
」
と
認
定
さ
れ
る
と
、
強
制

的
に
離
婚
さ
せ
ら
れ
る
。
夫
の
同
音
山
を
経
な
い
で
勝
手
に
夫
の
も
と
を
去
り
、
甚
だ
し
く
は
改
塚
す
る
婦
女
も
、
「
需
」
の
娃
罰
の
対
象
と
な

る。

逃
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表E、夫妻混姦の規定

番号 律(W宋荊統~ ) 勅(W菱克イ家法事類~ ) 

① 諾援要$離之、正之若年未及令，事発時年己及令者，依婚

法。寵与夫之親、妻之父母相犯及姦，或夫妻相犯各以

凡論。准服紀，罪軽者，計凡人之罪，杖以下依販紀法

，徒以上奏裁。 (巻80r藷色犯姦・名倒勅J) 

② 諸犯義経未経断離市相犯者及姦者，各論如ß~紀法，罪

至死者，奏裁，准凡人至死者，以凡論。 (巻80r藷色
きE姦・名例勅J) 

③ 諾妻撞去市犯姦者，論如改嫁律，為信者，以姦論。自首

，姦罪不免。男子不従姦坐。 (巻80r藷色犯姦・戸婚勅

e 諸被人殴撃折傷以上，若盗及 諸姦犯姦，従夫捕。 (巻80r諸色犯姦・捕亡動J) 
強姦，雄芳人皆得捕繋，以送

官司。捕格法，準上条。開姦同籍

内，錐和，穂従捕格法。 {巻28

捕亡葎 f持吏追措罪人J) 

⑤ 諸違律成婚，其妻未離正市犯姦者，夫及夫同籍之入国

幸え措南殺傷姦人，並穂依捕格法。 {巻80r諸色犯姦・
描亡動J) 

@ 諸妻き巴姦，其夫図面殺之者，免為不睦。 (巻80r諸色
犯姦・爵訟動J) 

① 諸犯姦ffii姦入縁殺其夫，妻不知情者，奏裁。若姦在教

言iJ，殺在赦後，知部不告，或赦後援不当E姦，市姦意不

経致殺夫者，各与需罪，初奏裁。其事未発能自告獲者

，減一等。妻之党得相隠者，或所生子孫告獲者，准此。部姦

在赦前，殺在赦後，知市告者，不坐。 (巻80r諸色犯
姦・賊盗勅J) 
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「
勅
」
の
不
正
常
な
婚
短
下
の
犯
姦
規
定
は
夫
妻
関
係
の
変
化
を
象
徴
し
て
い
る
。
夫
妻
を
主
体
と
す
る
社
会
的
認
知
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
社
会
が
夫
妻
関
係
と
婚
婚
を
重
視
し
た
た
め
に
、
婚
娼
の
不
正
常
な
状
態
下
の
犯
罪
行
為
に
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

捕
格
法
の
内
容
の
変
化
も
新
し
い
時
代
の
変
化
を
一
不
す
。
「
律
」
は
盗
と
強
姦
は
現
行
犯
で
あ
れ
ば
一
般
人
も
そ
の
場
で
逮
捕
し
官
府
に
送

致
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
。
も
し
同
居
の
家
属
を
姦
し
た
場
合
、
和
姦
で
あ
っ
て
も
家
属
は
そ
の
同
居
の
親
属
を
官
府
に
送
致
す
る

こ
と
が
で
き
る
(
表
E
の
④
)
c

こ
れ
に
つ
い
て
琉
議
は
以
下
の
よ
う
な
問
答
を
載
せ
る
。

問
う
て
日
く
、
親
威
、
外
人
と
共
に
和
姦
せ
る
に
、
若
し
捕
え
て
官
司
に
送
ら
ば
、
開
ち
親
に
於
て
は
罪
占
有
り
。
律
は
捕
格
を
許
せ
ど
も
、

未
だ
知
ら
ず
、
捕
、
つ
る
者
は
告
言
の
罪
を
得
る
や
否
や
。

ふ
た
ち

答
え
て
日
く
、
若
し
男
女
撰
に
是
れ
本
親
な
ら
ば
、
合
に
相
い
容
穏
す
べ
し
。
既
に
雨
模
に
罪
有
れ
ば
合
に
捕
格
・
告
言
す
べ
か
ら
ず
。

若
し
所
親
、
地
入
と
共
に
姦
す
れ
ば
、
地
入
試
却
ち
合
に
罪
在
る
べ
く
、
親
に
於
て
は
合
に
容
穏
す
べ
き
と
難
も
、
是
れ
故
に
相
い
告
言

す
る
に
非
ず
、
罪
人
を
捕
う
る
に
国
り
て
事
相
い
連
及
す
る
な
り
。
其
の
捕
、
つ
る
者
に
於
て
は
合
に
罪
有
る
べ
か
ら
ず
。
和
姦
の
入
、
再

と
も
律
に
依
っ
て
顕
ず
。

傍
悼
の
規
定
で
は
同
居
親
の
犯
罪
は
告
発
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
捕
格
法
試
明
ら
か
に
こ
れ
に
抵
触
す
る
。
故
に
読
議
は
こ
の
問
答
に
よ
っ
て
、

他
人
と
和
姦
し
た
同
居
親
を
、
他
人
と
共
に
撮
ら
え
て
官
府
に
送
致
す
る
行
為
は
無
罪
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
他
人
と
和
姦

し
た
向
岩
親
が
こ
れ
に
よ
っ
て
罰
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
が
発
生
す
る
と
、
や
は
り
家
族
論
理
に
適
合
し
な
い
と
問
題
損
さ
れ
る
こ
と
に
な
ち

か
ね
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
「
勅
」
で
は
、
和
姦
し
た
同
居
の
尊
長
、
異
震
の
尊
長
を
捕
務
・
告
発
し
て
は
な
ら
な
い
と
競
走
し
て
い
る

表

C
の
③
)
。

夫
妻
の
犯
姦
に
つ
い
て
は
、
「
勅
」
が
「
諸
そ
妻
姦
を
犯
さ
ば
夫
の
捕
に
従
う
」
と
環
定
し
て
い
て
、
夫
が
姦
者
を
捕
ら
え
る
権
利
を
持
っ

て
い
る
(
表
E
の
④
)
。
夫
が
姦
通
し
た
妻
を
殺
し
て
も
「
不
睦
」
の
罪
に
は
入
ら
な
い
(
表
E
の
⑦
)
。
こ
の
ほ
か
、
違
律
婚
で
あ
っ
て
離
婚

す
べ
き
で
あ
る
の
に
離
婚
が
実
行
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
、
夫
が
姦
夫
を
殺
傷
し
た
場
合
と
、
姦
夫
が
夫
を
殺
し
た
こ
と
を
妻
が
知
ら
な
い
と

宋代の姦罪77 



表F 姦に関わる戸令の規定

唐令(W蒼令拾遺~ ) 宋令(W慶元{産法事類~ ) 

①|仮令，先不由主婚，和合姦通，後由祖父母等立主婚巳|諸先姦後妻為妻者，離之。(巻

詑後，先姦通事発者，縦生子系猶離之耳。常赦所不免 180r諸色犯姦・戸令J) 
，悉赦除者不離。麿令猶難者非。(W唐令拾遺J戸令
第九-33r先姦通後有主婚成婚者猶離之J) 

②|藷良人相姦，所生男女障父。若姦雑戸、宮戸、他人部 1諸国姦生子者，寵父，其母顔岳

出妻、客女，及官手劫え並同類相姦，所生男女，並随|轄権養者，聴。妻被離出，所生子

母。郎雑戸、官戸、部曲姦良入者，所生男女，各穂、為|小荷額白持帯操養者需。(巻80r 
良。其部曲及奴，姦主題麻以上親之妻者，若奴姦良人 i諸色犯姦・戸令J) 
者，所生男女，各合浸官。(!i麿令拾遺』戸令第九・47

f姦生男女J) 

③ 

@ 

@ 

諸姦間岩銀麻以上親及穂麻

以上親之妻者，鍾未成，男子鞘

出JJIJ居。本宗無撮及本宗無撮窺之

妻己成者，准比。(巻80r諸色犯
姦・戸令J) 

諾婦人犯姦非義語，並与夫之総

麻以上親姦未成，離与不離，聴

従夫意。被夫需居親強姦，難未

成，市妻願離者，掠聴。(巻8

O 「諸色犯姦・戸令J) 

藷令妻及子孫之婦若女使為椙，

並媒合与入姦者，重量未成，並離

之，誰非媒合，知市受財者向。女

使放話梗。(巻80r諸色犯姦・
戸令J) 
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い
う
こ
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
読
者
の
夫
は
措
格
法
に
従
い
、
後
者
の
妻
誌
奏
裁
に
ま
つ
と
い
う
処
置
を
受
け
る

(表
E
の
⑤
、
⑦
)
。
夫
妻

犯
姦
が
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
辻
、
夫
妻
関
係
の
重
要
性
を
表
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
夫
の
方
に
姦
を
語
ら
え
る
権
摂
を
与
え
て
い
る

こ
と
は
、
法
穿
の
家
父
長
の
権
或
を
保
護
す
る
涼
期
を
田
明
示
し
て
い
て
、
姦
罪
の
案
許
で
は
夫
の
方
が
前
代
と
比
べ
て
宥
和
な
立
場
に
あ
る
。

「
穿
」
と
「
勅
」
の
ほ
か
、
「
令
」
に
も
姦
罪
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。
関
係
す
る
条
項
を
表
F
と
し
て
一
不
す
。
唐
令
に
は
既
に
「
先
姦
後

妻
」
と
「
姦
生
子
」
の
規
定
が
あ
る
(
表
F
の
①
、
②
)
。
「
先
姦
後
妻
(
先
に
姦
し
、
後
に
妻
る
)
」
者
は
、
例
え
子
が
生
ま
れ
て
い
て
も
離

婚
さ
せ
ら
れ
る
。
「
姦
生
子
(
姦
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
子
)
」
に
つ
い
て
は
、
良
人
桔
姦
の
場
合
は
父
方
に
帰
屡
さ
せ
る
。
宋
令
は
こ
の
原
期
を

継
承
す
る
が
、
「
其
の
母
の
自
ら
将
い
て
誕
養
す
る
を
願
う
者
は
、
聴
せ
」
と
い
う
一
文
が
加
え
ら
れ
て
い
て
、
姦
生
子
の
養
青
権
は
母
方
に

も
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
(
表
F
の
②
)

G

唐
令
と
比
べ
て
宋
令
の
こ
の
一
文
は
弾
力
性
を
具
え
て
い
て
、
入
信
に
よ
り
合
致
し
て
い
る
。

宋
令
は
さ
ら
に
親
属
椙
姦
の
場
合
の
離
婚
問
題
を
も
規
定
し
て
い
て
、
狂
姦
の
男
性
は
例
え
姦
行
為
が
未
遂
で
あ
っ
て
も
強
制
的
に
別
居
さ

(表
F
の
③
)
。
し
か
し
離
婚
問
題
は
な
お
家
父
長
の
権
威
を
擁
護
す
る
原
則
を
維
持
し
て
お
り
、
離
婚
権
は
夫
方
の
手
中
に
握
ら

せ
ら
れ
る

れ
て
い
て
、
妻
方
は
夫
の
同
居
の
親
属
に
強
姦
せ
ら
れ
た
(
強
姦
未
遂
を
含
む
)
時
の
み
離
婚
の
決
定
権
を
得
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い

(表
F
の

④
)
。
た
だ
し
、
唐
令
は
一
部
し
か
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
『
慶
一
克
俊
法
事
類
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
宋
令
の
条
文
の
す
べ
て
が
宋
代
に
新
た
に

頒
布
さ
れ
た
条
文
で
あ
る
と
は
確
言
で
き
な
い
。
故
に
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
な
お
今
後
に
検
討
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(
四
)
軍
人
の
規
定

姦
罪
の
新
条
文
は
多
く
は
「
律
」
の
修
正
あ
る
い
は
「
律
」
の
詳
紹
な
解
釈
で
あ
っ
た
が
、
軍
人
に
関
わ
る
規
定
は
「
勅
」
の
創
出
に
よ
る
。

宋代の姦罪

こ
れ
ら
を
表
G
に
一
不
す
。

軍
人
の
犯
姦
規
定
に
は
特
殊
性
が
あ
る
。
例
え
ば
「
空
一
房
妻
妻
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
任
に
赴
い
て
不
在
の
軍
人
の
家
扇
が
軍
人
に
代
わ
っ

79 



て
妻
を
適
え
る
こ
と
で
あ
る
。
前
段
で
宋
代
の
不
正
常
な
婚
姻
状
態
下
の
犯
姦
規
定

を
提
示
し
た
が
(
表
E
の
①
、
②
、
③
)
、
「
空
房
妻
妻
」
も
一
種
の
不
正
常
な
婚
姻

形
態
で
あ
る
。
も
し
そ
の
妻
が
夫
の
帰
還
前
に
姦
を
行
え
ば
、
正
常
な
婚
姻
状
態
に

準
じ
て
処
理
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
罪
が
重
く
て
死
に
至
る
場
合
で
も
死
は
免
れ
る

こ
と
が
で
き
る

(表
G
の
①
)
。
こ
の
ほ
か
、
軍
人
の
妻
を
姦
し
た
場
合
の
処
分
は

般
入
の
妻
を
姦
し
た
場
合
に
比
べ
て
重
く
、
甚
だ
し
く
は
家
人
も
達
坐
さ
せ
ら
れ
る

に
至
る
。
ま
た
、
軍
人
の
妻
の
犯
姦
は
瞬
人
が
告
発
で
き
る

(表
G
の
⑤
)
。
こ
れ
ら

辻
法
律
上
の
軍
人
の
特
殊
な
地
金
を
明
示
し
て
い
る
。

判
語
か
ら
見
た
宋
代
の
姦
罪

「
名
公
書
判
靖
明
集
』
中
に
辻
姦
に
関
係
す
る
案
件
が
少
な
か
ら
ず
載
せ
ら
れ
て
い

る
。
戸
婚
門
と
入
信
内
に
は
義
異
相
姦
の
案
例
が
多
く
、
入
品
問
と
慾
悪
門
に
は
親

麗
担
姦
以
外
の
例
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
表
H
に
示
す
。
こ
れ
ら
の
案
件

は
単
純
な
姦
罪
と
単
純
で
辻
な
い
姦
罪
に
分
け
ら
れ
る
。
ふ
た
つ
以
上
の
罪
名
が
あ

る
か
否
か
に
よ
る
。

ま
ず
、
単
純
な
姦
罪
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
。
①
、
②
、
③
、
⑤
は
、
自
男
が
息
子
の

嫁
を
姦
し
た
事
例
で
、
②
、
③
、
④
の
三
件
は
胡
石
壁
が
判
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ

ら
四
件
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
の
は
強
姦
や
姦
の
事
実
の
認
定
で
あ
る
。
も
し
法
官
が

表G、軍人の犯姦の規定

勅(W慶元イ産法事類~ ) 

① 諸軍空房要妻，其夫未掃而与夫之親棺犯姦，依顕紀法，罪至死者，減一等，准凡法，重

於減罪者，白従重。 (巻80r諸色犯姦・名例勅J) 

ミD諸兵綾妻謹去国高改嫁，雇身犯姦為{~，若妻及与姦並媒保、ヲi領牙人知情者，各不以赦

降罪滅。其妻自首商応減者，減外之罪准此。(巻80r諸色犯姦・戸埠勅J) 

@ 諸公入、軍人，与所轄監臨宮之家姦者3 謂同居母、妻、女、始、姉妹及子孫之婦。絞，未成
，配千里;強者，斬，未成富己広南。和姦者，婦女減一等。 (巻80r諸急犯姦・雑勅J) 

e 諸姦諸軍妻者，錐未成，本営兵級車E隣弁l本城，本営家人隣チN編管。開姦出軍禁軍妻者，
加凡姦三等，錐未成，兵級或本営家人並配韓外|本域，余人不都面配本域。以上雄会思諌

免，本営家人隣列、i編管，兵藤応記者鋒i!fe鱗升1，節級f乃鞍充長行，将校奏裁。内姦出軍妻

及禁軍被差不在営，妻犯姦者，許隣人告。 (巻80r藷色犯姦・雑話J) 

@ 諸兵級虚講哲、曾予諸軍妻姦，其姦罪応配者，降雪己隣如、10 (巻80r諸色犯姦・罷詮勅J) 
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表目、 E名公審判清明集jiこ見える姦罪にlMlわる案例

出処 事由 戦決? 姦罪iこ関わる条文

①巻9戸主昏I"lf終巴 根千三は子の嫁の罪事呉iこ産主諮れ、何呉の兄・ 察久事干の事1]:呉大三は杖ー否，編管重蕗 【令}被夫I弓居親強姦，援未成，

嫁之女背後手手嫁J 呉大三父i立父の呉慶乙を教唆して、問呉を蔵 ~i'i.呉慶乙は免罪，阿呉i立改嫁，額三子 市妻願書霊者，亦務、

霊童し、さらに他人;こ改嫁させ、さらに阿呉の 三は追究せず。

行方がわからぬと妄訴させる。

②巻10人翁河「婦以 務九の妻阿張l立、実務}¥に姦せられたと主張 胡石壁の事Ij:符張i立決杖十五，軍人の

悪名力5其費以図免罪 し、蒋九は妻をつれて別居した。蒋八が不孝 希望者に与える。蒋九i主役六十，家に

J の罪で訴え出た。 戻して父殺を{寺養させる。

③巻10人倫門 f子妄 業十i土、父・黄乙が妻の河李を姦したと告した 甥石壁の判:黄十は校一吉とし、隣持{

以姦妻事窪父j 。 に華麗管。阿李は杖六十。

@巻10人倫r~ r康有 河黄が男の李起宗を訴えた{事実関係をはっ 拐石壁の事J:阿美は離婚の上、改嫁さ I律]藷姦子孫之婦者E 絞。

暖味之訟合戦車車離j きりさせられない}。 せる。李起宗i立追究しない。

⑤巻12懲慈r~ r吏姦 察八三が果吏の薬業と妻阿李が姦通したと告 JlJ後村の判:教令を経ているが、薬業 I律}諸姦者，徒一年半;有夫者

J した。その後符李を離縁したが、さらに訴え は杖一吉とし、河李は原籍の主義安察に ，後二年。

出た。 引き渡す。

⑤巻12懲悉F~ f告姦 章章翼らが、宗室組孟還の家僕・鄭応藻が孟湿の 裁石壁の事:J:鄭応藻i主事j環は免除する 【勅]諸入力姦主，品官之家，絞

ffii来有実跡各従軽傷 女・冬娘を姦し、冬娘の夫となろうとしている が，勘杖一吉，芝草案棄へ護送して拘禁 ，未成配千塁。郎姦主之主主，品宮

J と告した。 する。冬妓は世間知らずでかつ宗室の 之家，緩麻、小事札方自凡人 等，

女であるので無罪。 大功、期親主重力E一等，巳成並喜E縛

郷。以上和姦者，婦女各滅入力一

等。

⑦巻12懲懇F~ f貢土 貢土の玉楼l立、襲撃人何十四の家の存養鶏であ 活i1!i堂の'I'lJ:王経は1li学に送って夏楚 I律}諸姦者，徒一年半;有夫者

姦汚j る彰サ図の女を姦し、妊娠させたとして、彰 (一種のむち打ち}二十。 ，徒二年。

-tt-四iこ訴えられたa

③巻6戸ま昏問 f争 孫斗南は陪じ留を二度売号、従兄弟の孫童書 e 判:いずれもはでっちあげである。孫

業以姦事義英妻j 孫元善と交々訴訟を起こしあったが、、族兄 斗話事i立勘杖八十とし、売却代金を強苦手j

孫彦子宮lの言を信じて、孫元善の弟の達善と自 的}こ徴収して二重取引の格手孫務と

分の妻・王氏が姦通したと告した。 孫元善iこ返済させる。

③巻7戸籍内 ft膏争 徐文挙は妻の叔父の家の立緑地主不当であち、 薬岩蜂の判:徐文挙の告したことは事

立j 重喜の翼の童話六七と自分の弟の妻とが姦過して 実ではないので勘杖八十とする。

いる、妻の叔父・戴謹は f鎗名立戸j してい

る、妻の弟の戴応は刃物をもって殺人した、

と告した。

⑮巻10入縮問 f失欲 江浜更が妻の虞氏が入と手ぷ重し、嫁入哲の際 額石壁の事]:iJ:浜突は妻のE章氏を姦通

棄其妻E亜εl唆隊之事 の持参の品であるのに、盗んだと謹告した。 したと怒告したので勘校八十，雨入は

j 離婚。嫁入り道具は虞氏のものとし、

その処置に委ねる。

③巻10人総門 T弟緑 揚吉逢が、返書量の揚自智が亡くなった従兄弟 翁浩堂の事1):沼産は揚吉成の子・矛児 {律}諸姦ま患麻以上親及線線以上

与イ白成姦豆棄逐其男 の揚Éj!>主の妻.~可否容と姦し、自成の子供らを放 に返し、楊告智辻本州から追い出す。 親之妻，徒三年。

女盗禿英田業j 逐し、かつ霞産を盗売したと告した。 阿部は実家に戻せ。
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⑫巻12懲懇F号f図姦 淘容と寺{曽の妙.Pltとが、互いに組手が黄需要の 子主E草堂の布i県の判決{黄瀬・陶主事・ i律]道士、女官姦者{僧、員三河

射射j 妻'阿朱と姦通していると訴えあった。(黄 妙成は杖六十、阪朱は軍人の希望者の ) .加凡人二等。録女以凡姦論。

普請は告していない} 妻とする)は破棄。阿朱は貧瀕のもと i令1諾婦人犯姦非義絶，費量与不

に戻し、再び永福尽には入れない。妙 喜重，穂従夫意。

成は霊}II渠に護送してその管轄に委

ねる。

⑬巻12懲寒門 f道士 道士の呂道が李高の妻を姦した。 胡石皇室の斡:李高は提訴していない。 【律}道士、女宮姦者，加凡人二

姦従夫宇甫j よって呂道は追究しない。 等。婦女以凡姦論。

I令1語録人犯姦非義絶，難与不

書量， 軍主従夫意。

③巻12懲慈門 f土人 玉木は父のま卑であるとした何遠の子・簿it六 越知県の判:縛サ六iま滋杖八十，玉木 I勅I諸姦父、祖女使，後三年，

医姦致争既攻坐罪名 を唆して擦憲を殴号傷つけた。河速は{専十九 には f下拳銭jを絞めさせ、関連は改 非所幸者，杖ー百。

立寓教議之意j の妻であり、ともに雑戸。 湾速は、県学の学 嫁させる。孫重量は罪すべきだが、怪我

生・王木、殺事の子・陳憲と姦還していた。 させられたので処罰は許す。簿十九i立

離婚していないのに別に他人を婆っ

ているが，数に遇っているので、追究

しない。

@巻11入品内 f罪悪 重量万五の妻を姦した:Jil吏美徳埼玉自供した多 書写久車干の判・黄徳tま決脊主主十五，耳者配 1律]~苦姦者，徒一年半;有夫者 i

貫盈J 数の罪のひとつ。 五百里〈池州}。 ，徒二年。

⑬巻11入品問 f籍重E 兄嫁の防涯と姦通し、妻.¥li事委を妾扱いとし 著書久軒の判:玉晋は財産波紋，決脊主主 i律]誇姦録麻以上親及線療以上

J た:膏吏王晋の罪のひとつ。 二+.底流二千塁{瑞州)。阿涯は聖書 親之妻，徒三年。

杖-i3.銭州Sこ編管{薦療室).¥li苦萎

iこは房屋を返し、子と同居させるe

⑫巻12'懲悪門 f逼姦 王府の僕でみる話番富が、主家の妾・喜安と手E要喜久軒の事~ :潜富t土決脊杖二十，入墨 I勅}言者入力姦主，品官之家，絞

j 姦し、慶喜を強姦し、ふたちに主家の財物を して広南の遠悪の州軍に重E流。喜安は ，未成記千里，強者較，未成記広

盗ませた。 決脊校十五，王家に戻し、慶喜は決脊 南。郎姦主之重量，品官之室主，認耳年

杖÷二，その夫のもとに戻す。 、小功，加凡人一等，大功、期親

遜加一等， EJj主主主配熱j判。以上和

姦者，婦女各滅入力一等。

⑧巻14懲悪内 f元悪 ト元ーは，雀大家の女を強姦し、方子ーの妻 著書久車干の判・ト元ーは決脊杖二+.入 I律}諸姦者，徒一年半;有夫者

J を戯藷し、江八娘の婦をわがものとし、徐三 墨して三千里の遠悪の側室に記し、土 ，徒二年。

の妻と姦通した。ト元ーの数多くの悪事の 牢に鎖でつなぎ、門扉を凋かないよう I勅l諸強姦者，波三千里，配遠

一部 にする。 悪1;;。

I勅I誘諺者，杖八十。婦女非和

河者.J!:坐男子。

③巻13懲悪門 F資絵 震否七lま従兄の暦百ーの妻・何沈と姦通し、逃 事!j:殺人は事実ではなも九謹告した際 i劾]謡姦di'.姦，後夫様。

謹告人以殺人之罪j 亡時水に落ちて溺死した。震百七の実兄のー ーは決脊杖十三，教竣して謹告させた

族線ーは震否ーを殺人の罪で告したが、それ 玉祥lま決脊杖十五の上，五百里隠れた

を三干草が資金援助している。 州軍に送って覇軍管。
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強
姦
・
姦
の
事
実
が
あ
る
と
認
定
す
れ
ば
、
例
え
強
姦
・
姦
が
未
遂
で
あ
っ
て
も
、
或
い
は
た
だ
に
鼓
諺
(
た
わ
む
れ
)
の
段
階
に
と
ど
ま
っ

て
い
て
も
、
女
性
の
方
は
離
婚
の
判
を
獲
得
で
き
る
(
①
、
④
)
。
も
し
認
定
を
得
ら
れ
な
時
り
れ
ば
謹
告
と
な
り
、
息
子
や
息
子
の
嫁
は
い
ず

れ
も
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
(
②
、
③
)
。
こ
の
類
い
の
案
件
の
難
し
さ
は
勇
が
尊
長
の
身
分
に
あ
る
と
い
う
点
に
あ
ち
、
子
・
孫
が
担
父

母
・
父
母
を
告
す
れ
ば
「
律
」
の
規
定
に
よ
っ
て
「
不
孝
」
の
罪
と
な
る
。
「
勃
」
の
規
定
で
辻
、
同
屠
の
尊
長
が
告
人
と
和
姦
し
て
も
、
告

捕
誌
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
法
律
の
尊
長
擁
護
の
原
期
を
明
示
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
親
嘉
相
姦
は
「
内
乱
」
の
罪
に
屠
し
、
十
悪
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
か
ら
、
同
岩
親
震
の
相
姦
(
強
姦
、
和
姦
を
関
わ
な
い
)

は
、
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
る
。
「
律
」
の
注
に
は
「
却
し
用
籍
内
を
姦
す
れ
ば
、
和
す
と
離
も
措
格
法
に
従
う
を
聴
す
」
と
「
同
籍
捕
格
法
」

の
適
用
を
認
め
る
が
、
疏
議
の
問
答
に
は
、
「
若
し
男
女
倶
に
是
れ
本
親
な
ら
ば
、
合
に
椙
い
容
器
す
べ
し
。
既
に
両
俣
に
罪
有
れ
ど
合
に
捕

格
・
告
言
す
べ
か
ら
ず
」
と
あ
っ
て
、
「
同
居
は
梧
い
に
隠
を
為
す
」
立
場
が
述
べ
ら
れ
る
。
同
居
親
の
栢
姦
は
播
え
る
べ
き
か
捕
え
る
べ
き

で
な
い
か
、
法
律
上
の
グ
レ

l
ゾ
1
ン
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
述
の
四
つ
の
案
例
の
判
決
で
は
、
強
姦
の
事
実
が
成
立
す
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
自
男
は
い
ず
れ
も
責
任
を
追
求
さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
て

い
て
、
や
は
り
法
官
の
尊
長
を
擁
護
す
る
基
本
原
則
を
明
示
し
て
い
る
。
①
の
法
官
察
久
軒
は
、
息
子
の
嫁
を
戯
譲
し
た
胡
千
三
を
懲
ら
そ
う

と
す
る
気
持
ち
は
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
段
措
で
は
追
求
し
な
い
と
し
て
い
る
。
事
件
の
発
生
し
た
の
ち
、
当
事
者
で
あ
る
嫁
の
阿
呉
は

実
家
に
逃
げ
帰
っ
た
が
、
兄
の
呉
大
三
に
唆
さ
れ
た
父
の
呉
慶
乙
は
勝
手
に
彼
女
を
也
入
に
改
嫁
さ
せ
、
阿
呉
は
行
方
不
明
だ
と
官
に
で
た
ら

め
を
告
げ
た
。
そ
の
た
め
察
久
軒
の
判
で
は
、
呉
大
三
は
妄
訴
を
教
唆
(
謹
告
)
し
た
と
し
て
、
「
杖
(
一
吾
H
H

替
杖
二
十
)
に
従
い
(
隣
州

に
)
編
管
L

と
し
て
い
る
。
な
お
、
同
呉
は
胡
家
に
一
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
強
制
的
に
再
婚
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
巽
か
ら
姦
の
被
害
を
受
け
た
後
の
嫁
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
問
呉
は
実
家
に
逃
げ
帰
っ
た
が
、
②
の
関
張
は
夫
の
蒋
九
と
と
も
に

宋代の姦罪

夫
の
家
を
出
た
。
そ
の
結
果
、
実
の
蒋
八
に
不
孝
と
し
て
訴
え
ら
れ
、
そ
の
段
踏
で
実
に
強
姦
さ
れ
た
と
い
う
家
を
出
た
理
由
を
申
し
立
て
た

が
、
胡
石
壁
は
蒋
八
誌
老
い
て
い
て
そ
の
よ
う
な
考
え
は
も
て
な
い
と
し
て
強
姦
の
事
実
を
認
め
ず
、
夫
妻
は
不
孝
と
し
て
罷
を
受
け
、
開
張
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の
判
を
受
け
て
い
る
。
③
と
③
は
官
に
告
す
る
と
い
う
途
を
選
ん
だ
。
③
の
黄
十
は
父
の
黄
乙
を

注
目
し
た
が
、
謹
告
と
判
定
さ
れ
、
そ
の
結
果
夫
妻
は
と
も
に
罰
を
受
け
、
胡
石
壁
は
、
黄
十
は
脊
杖
の
上
編
管
の
と
こ
ろ
、
無
知
だ
っ
た
と
い

ば
は
て
は
「
軍
妻
に
射
充
」
(
後
に
詳
述
)

う
こ
と
で
軽
い
方
の
処
罰
を
適
用
し
て
い
る
。
妻
の
方
は
杖
罪
を
受
け
た
。
④
の
告
訴
人
は
不
明
で
あ
る
が
、
姦
さ
れ
た
阿
黄
の
父
黄
九
二
で

あ
ろ
う
か
。
胡
石
壁
は
事
実
関
係
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
は
っ
き
り
'
さ
せ
な
い
ま
ま
の
方
が
よ
い
と
し
、
離
婚
の
判
決
を
下
し
て
い
る
。

こ
の
類
い
の
案
件
に
つ
い
て
、
柳
立
言
氏
は
告
し
た
人
の
身
分
が
判
決
に
影
響
を
与
え
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
卑
幼
泣
尊
長
を
告
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
夫
妻
以
外
の
人
が
告
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
妻
の
父
が
告
し
た
場
合
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
成
功
し
や
す
い
。
で

(
お
)

辻
あ
る
が
、
息
子
の
援
は
多
く
離
婚
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
自
男
法
追
究
を
免
れ
る
む

一
つ
は
、
告
し
た
人
が
誰
か

な
お
、
①
と
④
の
暫
語
の
中
に
は
被
害
女
性
の
夫
の
姿
が
見
え
な
い
が
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。

に
関
わ
る
と
い
う
も
の
で
、
①
、
④
の
告
訴
を
し
た
の
は
被
害
女
性
の
夫
で
は
な
く
、
か
つ
夫
は
処
罰
の
対
象
で
な
か
っ
た
の
で
、
故
に
判
語

は
夫
に
言
及
し
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
。
次
の
可
能
性
は
被
害
女
性
が
寡
婦
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
夫
の
死
後
も
夫
の
家
に
と
ど
ま
る

女
性
の
場
合
、
夫
の
家
と
の
「
婚
娼
」
関
係
が
依
然
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
改
嫁
或
い
は
婦
宗
(
実
家
に
一
戻
る
)
の
時
に
は
じ
め
て
夫
の
家

と
の
関
係
が
解
除
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
或
い
は
こ
の
よ
う
な
類
い
の
判
決
例
は
、
も
し
法
官
が
強
姦
(
或
い
は
戯
藷
)

の
事
実
を
認
定
す
れ
ば

の
話
で
は
あ
る
が
、
た
だ
離
婚
さ
せ
て
被
害
女
性
と
夫
の
家
と
の
関
係
を
解
除
す
る
だ
け
の
も
の
、
と
解
釈
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
も
知
れ

為、
3

0

#
h
v

し⑤
は
察
八
三
が
そ
の
妻
阿
李
と
県
吏
葉
裳
の
姦
通
を
訴
え
た
案
件
で
あ
る
。
裂
後
村
は
こ
れ
に
対
し
て
重
要
な
提
示
を
行
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
姦
罪
の
案
件
は
必
ら
ず
そ
の
発
生
後
た
だ
ち
に
官
府
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
劉
後
村
の
判
語
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

拠
阿
李
・
葉
裳
供
対
、
其
通
姦
実
在
去
年
六
月
以
後
、
(
察
)
八
三
所
訴
、
却
称
去
年
十
月
初
七
日
、
因
出
外
国
来
、
親
見
其
妻
与
葉
業

在
家
行
姦
、
当
捉
住
堰
叫
隣
保
、
被
葉
裳
脱
走
、
不
容
論
訴
。
若
果
如
此
、
登
時
既
不
親
捕
、
又
不
告
論
、
乃
是
察
八
三
自
失
。
(
中
時
)

察
八
三
去
年
間
十
二
月
内
経
県
告
論
、
官
司
方
行
追
究
、
(
下
略
)
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開
李
と
葉
裳
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
実
ほ
昨
年
六
丹
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
察
八
三
の
訴
え
で
は
、
昨
年
の
十
月

の
七
日
に
外
出
か
ち
一
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
妻
が
葉
業
と
家
で
通
じ
て
い
る
環
場
に
出
く
わ
し
、
取
り
〆
押
さ
え
よ
う
と
隣
近
所
に
呼
ば
わ

っ
て
い
る
う
ち
に
葉
業
に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
い
、
ま
た
こ
れ
を
訴
え
出
ょ
う
と
も
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
そ
の
場
で
取
り
押
さ
え
ず
、
ま
た
亘
ち
に
訴
え
出
な
か
っ
た
の
は
、
察
八
三
の
落
ち
震
で
怠
る
。
(
中
略
)

(μ) 

年
間
十
二
日
バ
に
県
に
訴
え
を
お
こ
し
、
お
か
み
が
取
れ
ソ
調
べ
に
か
か
っ
た
(
下
略
)
。

さ
て
、
察
八
三
は
昨

察
八
三
は
そ
の
年
十
月
七
日
に
妻
阿
李
と
葉
業
が
「
家
に
在
り
て
姦
を
行
」

一
一
月
に
な
っ
て
は
じ
め
て
官
に
告
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
裂
後
村
に
機
会
を
失
っ
た
と
責
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
察
八
三
は

っ
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
が
、
葉
業
は
逃
走
し
、
そ
の
年
の
間
十

妻
阿
李
と
離
婚
し
た
が
、
さ
ら
に
大
赦
に
遭
遇
し
て
、
律
の
「
諸
そ
姦
す
る
者
は
、
徒
一
年
半
、
夫
有
る
者
は
徒
二
年
」
に
よ
っ
て
処
罪
(
表

A
を
参
照
)
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
葉
裳
は
公
吏
で
あ
る
の
に
姦
通
事
件
を
起
こ
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
判
で
は
葉
集
は
杖
一
吉
(
H
H

脅
杖
二
十
)
、
阿
李
は
原
籍
の
崇
安
県
に
送
っ
て
「
交
管
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

⑤
、
⑦
は
、
未
婚
男
女
の
姦
通
案
件
で
あ
る
。
中
国
の
伝
統
社
会
で
は
男
女
の
婚
前
交
渉
を
禁
止
し
て
い
る
。
婚
姻
関
係
を
具
え
て
い
な
い

男
女
が
婚
前
交
渉
の
後
に
結
婚
し
て
も
、
前
述
の
「
令
」
の
「
先
姦
後
妻
」
の
規
定
(
表
F
)
に
よ
り
、
婚
姻
は
承
認
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

⑤
の
鄭
応
譲
は
宗
室
の
女
(
宋
の
帝
室
の
出
血
筋
に
つ
な
が
る
女
性
)
越
冬
按
を
姦
し
た
と
訴
え
ら
れ
た
。
胡
石
壁
の
判
で
は
明
確
な
姦
の
事

実
亨
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
し
か
し
鄭
応
譲
誌
超
家
の
一
雇
情
人
で
あ
り
、
前
科
が
あ
っ
て
、
さ
ら
に
媒
人
特
書
を
偽
造
し
て
い
る
。
冬
娘
に

は
結
婚
の
意
思
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
胡
石
壁
の
判
で
は
、
両
人
法
結
婚
で
き
ず
、
鄭
・
一
泌
譲
は
杖
一
吉
(
日
啓
杖
二
十
)
と
し
、
冬
娘
は
ま
だ
幼

⑦
の
貢
士
王
桂
は
隣
人
何
十
四
家
で
養
わ
れ
て
い
る
彰
氏
(
童
養
掠
或
い
は
養
女
か
)
を
姦
し
、
未
婚
な
の
に
妊
娠
さ
せ
た
と
訴
え
ら
れ

た
。
告
し
た
の
は
彰
氏
の
実
父
の
彰
廿
密
で
あ
る
が
、
落
西
堂
は
そ
の
背
後
に
何
十
四
の
袋
騒
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
⑤
の
よ
う
な
「
部

宋代の姦罪

く
て
無
知
、
か
つ
宗
室
の
女
だ
と
い
う
こ
と
で
お
構
い
な
し
と
し
て
い
る
。

に
清
有
り
、
妹
に
意
有
り
」
と
い
う
情
況
と
は
異
な
り
、
被
告
王
詮
辻
姦
通
の
事
実
を
否
認
し
、
少
し
も
彰
氏
を
妻
る
意
思
を
見
せ
な
か
っ
た
。
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落
酉
堂
の
判
で
は
、
王
桂
は
州
学
に
赴
い
て
「
夏
楚
二
十
」
(
鞭
刑
)
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
未
婚
で
妊
娠
し
た
彰
氏
に
対
し
て
は
処

置
に
触
れ
て
い
な
い
。
姦
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
子
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
「
令
」
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
原
期
上
は
父
方
に
帰
属
す
る
が
、
母
方

が
も
し
願
い
出
れ
ば
塩
川
養
す
る
こ
と
が
で
き
る

(表
F
の
②
)
。

単
純
で
な
い
姦
罪
事
案
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
複
雑
な
背
景
が
あ
る
。
あ
る
も
の
は
姦
罪
を
含
む
多
く
の
罪
名
で
訴
え
ら
れ
、
あ
る
も
の
は
他
の

事
件
が
波
及
し
て
姦
行
為
が
告
発
さ
れ
る
に
至
り
、
ま
た
あ
る
も
の
は
特
定
の
目
的
の
た
め
に
姦
罪
に
関
わ
る
訴
訟
が
起
き
て
い
る
。

⑧
、
⑤
、
⑮
、
⑬
の
四
件
は
特
定
の
目
的
か
ら
姦
の
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ふ
ゅ
の
動
機
は
需
産
争
い
に
あ
り
、
⑤
の
場
合
は
後

嗣
争
い
が
謹
告
の
真
の
目
的
に
あ
り
、
⑮
の
目
的
は
離
婚
に
あ
る
。
⑧
、
命
、
⑮
は
調
べ
の
結
果
謹
告
と
さ
れ
、
告
し
た
者
は
い
ず
れ
も
杖
八

十
(
日
脅
杖
十
七
或
い
は
十
五
)
の
判
決
を
受
け
て
い
る
。
⑬
は
叫
財
産
問
題
と
か
ら
ん
で
姦
罪
が
関
わ
れ
た
案
件
で
、
当
事
者
の
阿
部
は
寡
婦

で
あ
る
が
、
亡
く
な
っ
た
夫
楊
自
成
の
従
兄
楊
自
智
と
姦
通
し
た
。
こ
れ
は
「
律
)
の
「
器
麻
以
上
の
親
の
妻
を
姦
す
」
に
符
合
し
、
「
内
乱
」

に
入
れ
ら
れ
、
判
誌
「
徒
三
年
」

(
H
脊
杖
二
十
、
表
C
参
照
)
と
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
案
件
は
楊
自
智
が
揚
自
或
の
田
産

を
盗
ん
で
売
っ
た
事
件
に
つ
な
が
り
、
結
局
、
翁
浩
堂
の
判
で
辻
、
楊
自
智
は
本
州
か
ら
追
放
さ
れ
、
田
産
は
楊
自
戒
の
遺
兎
で
あ
る
楊
牙
克

に
返
さ
れ
、
一
房
長
の
楊
自
達
が
そ
の
監
護
人
と
な
与
、
阿
部
は
実
家
に
戻
さ
れ
る
。

⑫
、
⑬
、
⑮
は
弛
の
事
件
か
ら
波
及
し
て
告
発
に
至
っ
た
案
件
で
あ
る
。
⑫
は
二
度
の
審
理
を
経
た
が
、
そ
の
判
決
は
関
じ
で
は
な
い
。
黄

瀬
は
永
福
県
の
小
学
の
教
師
で
あ
号
、
妻
開
朱
と
と
も
に
謁
零
の
家
に
寄
往
し
て
い
た
。
寺
憎
の
妙
或
と
陣
中
今
と
が
衣
物
を
め
ぐ
る
訴
訟
を

交
々
お
こ
し
た
際
に
、
思
い
が
け
な
く
妙
成
と
阿
朱
が
姦
通
し
た
こ
と
が
明
る
み
に
出
た
の
で
あ
る
。
永
福
県
の
判
決
は
、
黄
瀬
・
梅
写
と
妙

或
は
各
々
杖
六
十

(
H
磐
杖
十
三
或
い
は
十
二
)
、
阿
朱
は
「
軍
棄
に
押
下
し
て
射
封
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
射
射
」
と
は
、
前
述
の
拐
石
壁

の
判
で
阿
張
を
「
軍
妻
に
射
充
」
さ
せ
た
の
と
同
じ
内
容
で
、
宋
代
の
狸
姦
婦
女
に
対
す
る
処
分
を
詣
す
。
落
西
堂
は
判
語
中
で
以
下
の
よ
う

に
述
べ
る
。

淫
濫
之
婦
、
停
軍
人
射
以
為
妻
、
此
固
有
之
。
当
職
昔
在
制
川
県
、
屡
嘗
施
行
。
第
三
人
以
上
方
為
雑
戸
、
或
原
来
無
夫
、
或
夫
不
願
合
、
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蕪
可
帰
宿
之
入
、
官
司
難
於
区
処
、
方
可
為
此
。

-
身
持
ち
の
悪
い
婦
人
を
軍
人
の
希
望
者
に
妻
と
し
て
あ
て
が
う
と
い
う
措
童
は
、
従
来
よ
り
な
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
本

宮
も
こ
れ
ま
で
に
在
告
の
州
沼
市
に
お
い
て
屡
々
こ
れ
を
行
っ
て
誌
き
た
。
し
か
し
こ
れ
は
次
の
三
つ
の
場
合
、
す
な
わ
ち
雑
戸
に
落
と

さ
れ
た
場
合
、
も
と
も
と
夫
の
い
な
い
場
合
、
そ
し
て
夫
が
元
の
鞘
に
収
ま
る
こ
と
を
承
知
し
な
い
場
合
に
し
て
、
行
き
場
が
な
く
、

(
お
)

お
か
み
と
し
て
も
処
置
に
図
る
者
に
張
っ
て
、
は
じ
め
て
こ
の
よ
う
な
措
震
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
ち
「
軍
妻
に
射
充
」
す
る
と
は
、

(E府
が
犯
姦
の
婦
女
に
対
し
、
「
雑
戸
(
宮
妓
で
あ
ろ
う
)
」
、
「
無
夫
」
及
び
「
夫
が
復
た
合
す
る
を
顧

わ
ず
、
婦
福
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
な
ど
三
種
の
情
況
下
で
と
っ
た
措
置
で
あ
る
c

落
西
堂
辻
、
本
来
姦
通
罪
の
成
立
に
必
要
な
夫
の
黄
漸
の

提
訴
が
な
い
し
、
夫
は
離
婚
を
望
ん
で
も
い
な
い
、
し
か
も
阿
朱
に
は
な
お
幼
な
い
子
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
の
判
決
は
不
当
で
あ
る
と
断
じ
、

黄
離
を
無
罪
と
し
、
阿
朱
も
軍
妻
に
射
充
さ
せ
る
に
は
あ
た
ら
な
い
と
し
て
判
を
改
め
て
黄
瀬
の
も
と
に
返
し
、
し
か
し
永
福
県
か
ら
駆
逐
し

て
い
る
G

な
お
、
妙
成
の
処
罰
は
重
く
な
り
、
霊
山
川
県
に
交
管
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

⑬
は
道
士
呂
道
が
李
高
の
妻
と
姦
通
し
た
案
件
で
あ
る
が
、
姦
通
罪
に
必
要
な
夫
李
高
の
提
訴
が
な
い
故
に
、
胡
石
壁
は
罪
に
問
、
っ
て
い
な

い
。
筆
者
は
、
こ
の
案
件
は
⑫
と
同
様
に
他
の
事
件
か
ら
波
及
し
て
告
発
さ
れ
た
と
い
う
事
憶
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
こ

の
類
い
の
「
案
外
の
案
」
に
対
し
て
は
、
姦
に
つ
い
て
婦
女
の
夫
が
告
し
て
い
な
い
と
い
う
憤
況
が
あ
れ
ば
、
活
西
堂
や
胡
石
壁
は
い
ず
れ
も

処
分
を
願
わ
な
い
と
い
う
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。

⑬
は
も
と
も
と
は
相
手
方
の
傷
害
を
提
訴
し
た
の
だ
が
、
か
え
っ
て
原
告
と
被
告
の
間
の
複
雑
な
関
係
が
明
る
み
に
出
た
も
の
で
あ
る
。
陳

さ
せ
、
歯
を
一
本
折
っ
た
。
こ
こ
か
ら
間
連
の
複
雑
な
男
女
関
孫
を
伺
え
る
が
、
趨
知
県
辻
鴇
語
中
で
次
の
よ
う
に
言
、
っ
。

宋代の姦罪

憲
と
玉
木
は
か
つ
て
惇
十
九
の
妻
河
達
を
争
奪
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
官
司
の
厄
介
に
な
っ
た
。
の
ち
、
阿
連
は
王
本
の
父
の
女
使
の
名
目
で
王

の
家
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
出
歩
い
て
い
る
途
中
で
陳
憲
に
出
会
っ
て
辱
し
め
ら
れ
、
玉
木
は
阿
連
の
子
・
惇
廿
六
に
陳
害
却
を
殻
打

先
与
阿
達
宣
淫
、
嘗
被
諌
憲
段
打
、
訟
至
有
可
。

一
時
県
道
以
職
事
之
子
、
与
免
生
罪
。
自
此
痛
自
慾
創
可
也
、
夫
何
溺
愛
不
忘
、
完
牧
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阿
連
帰
家
、
妄
以
為
乃
父
蝉
使
、
既
復
姦
通
、
因
之
不
安
。
殊
不
思
姦
父
祖
女
使
、
法
令
弗
容
、
以
妾
為
妻
、
古
人
有
戒
。

か
つ
て
阿
連
と
は
ば
か
る
こ
と
な
く
通
じ
て
陳
憲
に
殴
ら
れ
、
お
か
み
に
訴
え
出
た
も
の
の
、
当
時
の
県
の
役
所
で
は
、
陳
憲
が
職
事
の

子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
お
構
い
無
し
と
い
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
懲
り
て
反
省
す
れ
ば
ま
だ
し
も
、
結
局
、
愛
欲
の
情
に
引

か
れ
て
、

つ
い
に
関
連
を
つ
か
ま
え
て
家
に
連
れ
込
み
、

で
た
ら
め
に
も
父
親
の
輝
で
あ
る
と
し
て
ま
た
こ
れ
に
通
じ
、
そ
の
た
め
未
だ

妻
を
妻
っ
て
い
な
い
。
父
親
の
韓
に
通
じ
る
こ
と
は
法
令
に
許
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
妾
を
も
っ
て
妻
と
す
る
こ
と
は
古
人
の
戒
め
て
い

(
釘
)

る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
な
ど
気
に
か
け
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

薄
十
九
の
妻
で
あ
る
間
連
は
、
諌
憲
、
王
木
と
姦
通
関
係
に
あ
る
ほ
か
、
王
木
の
父
の
女
使
の
身
分
で
も
あ
っ
た
。
玉
木
は
妻
を
妻
ら
ず
、
河

連
を
父
の
女
使
と
し
て
い
る
か
ら
、
「
勃
」
の
「
父
祖
の
女
使
を
姦
す
」
条
(
表
C
の
⑤
)
を
犯
し
、
ま
た
「
律
」
の
「
妾
を
以
て
妻
と
為
す
」

条
を
犯
し
て
い
る
。
越
知
県
の
判
辻
、
殴
打
を
実
行
し
た
韓
廿
六
に
は
杖
八
十
(
日
警
杖
十
七
或
い
は
十
五
)
、
殴
打
を
教
唆
し
た
玉
木
に
は

下
拳
銭
(
賠
護
金
)
を
諦
め
さ
せ
、
間
連
に
は
王
家
を
離
れ
て
改
嫁
さ
せ
た
。
関
連
を
辱
め
た
諌
憲
は
傷
を
受
け
た
の
で
責
を
は
追
究
さ
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
韓
十
九
は
関
連
と
離
婚
し
て
い
な
い
の
に
他
人
を
妻
っ
て
妻
と
し
て
い
た
が
、
赦
に
遭
っ
た
の
で
追
究
し
な
い
と
し
て

い
る
。⑧
、
⑮
、
⑫
、
⑬
は
、
当
事
者
が
二
つ
以
上
の
罪
名
で
裁
か
れ
て
い
る
。
「
律
」
の
「
二
罪
は
重
き
に
従
う
」
原
期
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
罪

名
を
も
っ
者
は
剤
の
重
い
方
を
も
っ
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑮
、
⑮
の
被
告
は
膏
吏
で
あ
る
。
⑮
の
黄
認
が
訴
え
ら
れ
た
罪
名
は
、
担
当
法
官
の
ま
と
め
に
よ
れ
ば
人
種
に
も
達
し
、
そ
の
主
要
な
罪
状

は
恐
喝
と
収
賄
で
あ
る
が
、
そ
の
人
種
の
中
に
、
「
盗
行
無
道
(
ほ
し
い
ま
ま
に
無
法
を
は
た
ら
い
た
事
件
)
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
具
体

的
に
は
「
姦
拠
鍾
万
五
之
妻
(
鍾
万
五
の
妻
を
犯
し
て
奪
い
取
っ
た
こ
と
こ
を
内
容
と
し
て
い
る
。
黄
徳
は
「
脊
杖
十
五
、
五
百
里
に
刺
配
」

の
判
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
犯
罪
を
対
象
と
し
て
い
る
か
は
明
確
で
は
な
い
。
姦
通
の
対
象
で
あ
っ
た
鍾
万
五
の
妻
の
処
分
に
つ
い

て
も
、
察
久
軒
は
論
及
し
て
い
な
い
。
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⑮
の
王
晋
の
罪
状
は
、
収
賄
な
ど
に
よ
る
多
額
の
不
正
所
得
と
、
「
姦
占
兄
捜
、
以
妻
為
妾
(
兄
嫁
を
姦
し
て
わ
が
も
の
と
し
、
妻
を
妾
と

し
た
と
で
あ
っ
た
。
王
晋
の
収
賄
額
が
膨
大
で
あ
る
故
に
、
察
久
軒
の
判
は
、
家
産
を
没
叙
し
て
、
「
脊
杖
二
十
、
配
流
二
千
里
」
と
し
て
い

る
。
王
晋
の
姦
通
罪
は
収
賄
罪
の
陰
に
揺
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
と
姦
通
し
た
兄
嫁
の
阿
荘
に
つ
い
て
は
杖
一
吾
(
日
替
杖
二
十
)
の
上

隣
到
に
編
管
の
処
分
。
こ
ち
ら
は
姦
罪
で
処
罰
さ
れ
て
い
る
。
騒
さ
れ
て
妾
と
さ
れ
た
正
室
阿
美
は
、
家
産
の
一
部
を
戻
さ
れ
て
子
と
同
居
と

な
っ
た
。

⑫
の
潜
富
は
万
を
持
っ
て
主
家
の
妾
を
強
姦
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
主
家
の
財
物
を
盗
ん
だ
。
彼
の
罪
名
は
二
つ
で
あ
る
。
「
姦
主
家
之
妾

(
主
家
の
妾
を
姦
し
た
こ
こ
と
と
「
盗
主
家
之
財
(
主
家
の
財
産
を
盗
ん
だ
)
」
こ
と
。
潜
富
と
性
関
係
の
あ
っ
た
女
性
は
ふ
た
り
で
、
察
久

軒
の
判
語
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

喜
安
先
係
和
姦
、
慶
喜
後
係
逼
姦
、
並
稔
盗
主
物
、
喜
安
決
脊
杖
十
五
、
慶
喜
決
脊
杖
十
二
、
免
編
管
。
喜
安
交
還
王
府
、
慶
喜
責
還
其

夫喜
安
は
先
に
同
意
の
上
で
関
孫
を
持
ち
、
ま
た
慶
喜
の
方
は
後
で
強
姦
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
も
に
主
人
の
も
の
に
手
を
つ
け
て
い

る
。
喜
安
は
脊
杖
十
五
、
慶
喜
は
脊
杖
十
二
と
し
、
流
罪
と
す
る
の
は
免
じ
て
、
喜
安
は
王
府
へ
、
慶
喜
は
そ
の
夫
へ
還
す
よ
う
に
。

潜
富
は
「
脊
杖
二
十
、
広
高
の
遠
悪
の
州
軍
に
剥
配
」
と
さ
れ
て
い
る
。
先
に
潜
富
と
性
関
係
を
も
っ
た
喜
安
は
和
姦
と
判
判
断
さ
れ
、
後
に
謡

{
昌
と
笠
関
係
を
も
っ
た
菱
喜
誌
強
姦
と
認
定
さ
れ
た
が
、
察
久
軒
の
判
に
よ
る
と
、
喜
安
は
脊
杖
十
五
と
し
て
王
府
に
戻
し
、
慶
喜
は
脊
杖
十

二
の
上
、
夫
の
も
と
に
一
戻
さ
れ
て
い
る
。
強
姦
の
被
害
者
で
あ
り
、
本
来
そ
れ
で
は
延
罰
さ
れ
な
い
辻
、
ず
の
憂
喜
が
処
罰
さ
れ
て
い
る
の
は
、

と
い
う
可
能
性
は
残
る
が
、
彼
女
の
場
合
誌
和
姦
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
嘉
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
喜
安
は
王
飛
に
一
戻

さ
れ
、
慶
喜
は
夫
の
も
と
に
婦
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
慶
喜
は
主
家
の
妾
で
は
な
い
よ
う
で
、
或
い
は
女
穫
と
考
え
る
の
が
合
理
的
か
も

宋代の姦罪

議
富
の
盗
み
を
帯
湯
し
た
た
め
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
じ
盗
み
の
誇
訪
を
行
っ
た
喜
安
の
罷
の
方
が
重
い
の
は
、
盗
ん
だ
財
物
の
差
に
よ
る

知
れ
な
い
。
慶
喜
は
強
姦
の
被
害
者
で
あ
る
が
、
後
に
播
富
が
主
家
の
財
物
を
盗
む
の
に
加
担
し
た
の
だ
か
ら
、
或
い
は
「
先
強
後
和
」
と
考
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え
る
の
が
妥
当
か
も
知
れ
な
い
。

⑬
の
ト
一
克
一
は
強
盗
集
毘
の
首
領
と
見
な
す
べ
き
人
物
で
、
彼
は
手
下
の
一
党
と
至
る
所
で
罪
を
犯
し
た
。
ト
一
克
一
の
訴
え
ら
れ
た
犯
罪
行

為
は
強
盗
殺
人
、
婦
女
姦
淫
、
官
吏
脅
迫
な
ど
を
含
み
、
判
語
に
よ
れ
ば
被
害
者
は
三
十
一
入
の
多
き
に
達
し
て
い
る
。
察
久
軒
の
判
で
は
、

ト
元
一
は
「
脊
杖
二
十
、
三
千
里
の
遠
悪
の
州
軍
に
刺
配
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
絞
加
に
な
る
べ
き
と
こ
ろ
を
特
に
憐
れ
ん
で
の
措
置
と
い
う

こ
と
で
、
従
っ
て
配
流
先
で
は
土
牢
に
鎖
で
繋
が
れ
、
鉄
を
と
か
し
て
門
一
扉
を
塞
ぐ
と
い
う
扱
い
を
受
け
る
。
婦
女
を
姦
淫
し
た
事
に
対
す
る

処
罰
と
は
逢
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

最
後
の
⑬
の
一
件
は
上
述
の
諸
案
と
事
情
が
大
い
に
異
な
り
、
姦
夫
が
逃
亡
の
途
中
で
死
亡
し
た
案
件
で
あ
る
。
属
百
七
は
従
兄
の
属
百
一

の
妻
の
阿
沈
と
姦
通
し
、
麗
百
一
は
家
に
関
入
者
が
い
る
と
い
う
通
報
を
得
て
、
衆
を
率
い
て
追
捕
し
よ
う
と
し
た
が
、
捕
ら
え
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
夜
は
大
雨
で
、
渓
流
が
暴
議
し
て
お
り
、
四
日
の
後
に
、
属
百
七
の
溺
死
体
を
見
つ
け
た
む
麗
百
一
は
事
を
丸
く
収
め
る

た
め
に
、
銭
を
出
し
て
麗
百
七
の
母
と
妻
に
与
え
た
。
属
百
七
は
養
子
で
あ
り
、
実
家
の
諌
家
で
は
王
祥
の
教
唆
を
受
け
て
麗
百
一
を
殺
人
の

罪
で
告
し
た
。
こ
の
案
件
で
は
四
度
に
わ
た
り
検
屍
を
し
た
が
、
死
体
に
は
外
傷
が
見
え
ず
、
他
殺
の
疑
い
は
な
い
と
判
新
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
、
謹
告
し
た
陳
一
と
謹
告
を
教
唆
し
た
王
祥
父
子
が
処
罰
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
本
案
件
の
中
心
と
な
る
の
誌
従
っ
て
姦
罪
で
は
な
い
の
で

あ
る
が
、
姦
罪
に
関
わ
る
部
分
を
含
む
。
誌
に
宋
代
に
お
い
て
は
夫
方
に
姦
す
る
者
を
諸
ら
え
る
権
利
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
が
、

律
の
捕
格
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
現
行
犯
が
物
を
持
っ
て
抵
抗
し
、
或
い
は
追
請
の
過
程
で
自
殺
し
た
り
、
坑
穿
に
落
ち
て
死
ん
だ
り
し
た
場

合
で
も
、
捕
え
る
者
辻
必
ず
し
も
刑
事
責
任
を
負
わ
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
震
吾
一
辻
刑
事
責
任
を
関
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
震
吉
七

と
姦
通
し
た
阿
沈
に
対
し
て
は
、
何
ら
か
の
処
分
が
あ
っ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、
判
語
は
処
分
を
受
け
た
か
否
か
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な

い
。
な
お
、
姦
の
毘
題
か
ち
は
離
れ
る
が
、
付
言
す
る
と
、
こ
の
案
件
で
告
し
た
人
は
、
麗
百
七
の
実
家
で
あ
る
陳
家
の
義
属
で
あ
っ
て
、
震

百
七
の
母
(
正
確
に
言
え
ば
養
母
)

や
妻
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
位
入
の
養
子
に
出
た
と
は
い
え
、
そ
の
生
家
は
な
お
影
響
力
を
も

つ
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
。
同
様
の
状
況
は
、
⑦
の
何
十
四
家
に
養
わ
れ
て
い
た
彰
氏
の
例
に
も
見
ら
れ
る
。
生
父
彰
甘
西
が
貢
士
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王
桂
を
告
し
た
の
で
あ
り
、
養
父
の
何
十
四
が
告
し
た
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
養
子
女
に
関
し
て
官
司
に
訴
訟
を
詔
こ
す
場
合
、
本
生
の

家
に
参
加
の
権
利
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

上
述
の
各
案
の
判
決
を
総
括
す
る
と
、
姦
罪
案
件
の
大
多
数
は
刑
罰
を
軽
く
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
家
庭
内
の
案
件
で
は
、
尊
長
は
多
く

不
起
訴
と
さ
れ
(
①
、
④
)
、
恕
蘇
親
指
姦
の
案
例
(
⑬
)
な
ど
も
軽
き
に
従
っ
て
決
差
し
て
い
る
。
宮
祭
の
子
弟
や
科
挙
合
格
者
な
ど
の
特

権
暗
殺
に
対
し
て
は
、
そ
の
判
刑
は
一
殻
庶
民
に
比
べ
て
非
常
に
軽
い

(
⑦
、
⑬
)
。
調
え
蔀
替
が
あ
っ
て
も
自
分
に
は
蓄
が
あ
る
と
称
し
さ

え
す
れ
ば
、
そ
の
措
置
は
一
般
人
に
比
べ
る
と
、
よ
い

(
⑤
)
。
判
が
重
い

れ
、
訴
え
ら
れ
て
い
る
事
例
が
多
く
(
⑮
、
⑮
、
⑫
、
⑬
)
、
姦
罪
は
数
多
い
犯
罪
行
為
の
中
の
一
つ
で
あ
る
が
、
産
接
に
処
罰
の
重
さ
に
関

わ
っ
て
は
い
な
い
と
考
え
ち
れ
る
。
⑫
の
王
府
の
僕
役
で
あ
る
潜
富
に
対
す
る
処
罰
は
強
盗
集
団
の
言
鎮
ト
元
一
に
対
す
る
そ
れ
と
同
じ
で
あ

(
処
罰
が
重
い
)
者
の
清
況
を
見
る
と
、
数
多
く
の
罪
名
で
告
さ

る
。
膏
吏
の
犯
罪
も
判
が
重
く
な
る
額
向
が
あ
号
、
⑤
の
被
告
葉
業
は
、
赦
に
遇
っ
て
い
る
の
に
、
裂
後
村
の
判
は
杖
一
百
(
日
替
杖
二
十
)

で
あ
り
、
「
以
て
吏
人
の
戒
め
と
為
し
」
て
い
る
。

R
M
4

、
士
一
口
五
口

れ

υ

ι

#

官庁==ロ

以
上
、
候
文
と
判
語
の
二
つ
の
面
か
ら
宋
代
の
姦
罪
の
扱
い
の
変
化
を
検
討
し
て
き
た
。
候
文
の
変
遷
か
ら
見
れ
ば
、
姦
罪
は
宋
代
に
至
る

と
既
存
の
「
和
姦
」
、
「
強
姦
」
の
概
念
以
外
に
、
さ
ら
に
「
既
遂
」
と
「
未
遂
」
の
概
念
が
で
き
て
い
る
。
姦
罪
の
折
杖
法
の
規
定
を
表
I
に

示
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
を
見
る
と
、
「
既
遂
」
と
「
未
成
(
未
遂
)
」
で
処
罰
が
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
「
和
姦
」

「
強
姦
」

「
盗
に
因
り

宋代の姦罪

て
強
姦
」
は
「
既
遂
」
と
「
未
遂
」
に
分
か
れ
て
お
り
、
「
誘
謹
」
と
「
先
強
後
和
」
は
「
未
遂
」
が
な
い
。
こ
れ
は
「
未
遂
」
に
該
当
す
る

行
為
と
「
既
遂
」
の
行
為
が
判
別
し
が
た
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

刑
罰
の
変
遷
を
見
る
と
、
「
勅
」
は
「
強
姦
」
と
新
し
く
加
え
ら
れ
た
罪
名
に
規
定
を
設
け
た
ほ
か
は
「
律
」
の
内
容
を
維
持
し
て
い
る
。

91 



表 I、姦罪の折投法の規定

罪名 男性 女性

①和姦 脊杖十五(十一〉 脊杖十五(十一)。有夫者，脊杖十七(十五〉。

②和姦未成 脊杖十ニ(十二〉 脊杖十一(十二)。婦女非和問者不坐。

③誘護 警杖十七(十五〉 害杖十七(十五)。婦女非和需者不坐。

④強姦 脊杖二十，記遠悪j十i。不主任。

⑤強姦未成 脊杖二十，記五百里。 不主任。

@先強後和 脊杖二十，配遠豪州。 脊杖十三(十二〉。有夫者，脊杖十五(十三〉。

⑦因益百強姦 絞。 不坐。

窃因墾商強姦未成 脊杖二十，記一千塁。 不坐。

)内は敬和八年改定後の杖数。表Aにより、 )11村康氏 f宋代軒杖法初考j を参照し注

て作成。

し
か
し
「
勅
」

の
強
姦
に
対
す
る
処
罰
は
「
律
」
に
比
べ
て
五
等
も
重
く
、
新
し
く
加
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え
ら
れ
た
罪
名
の
一
つ
「
盗
に
因
り
て
強
姦
」
は
死
刑
(
絞
)
を
も
っ
て
処
す
る
こ
と

50号

に
な
っ
て
い
る
。

前
述
の
下
倉
渉
氏
と
七
野
敏
光
氏
が
提
出
し
た
姦
罪
の
刑
罰
の
問
題
に
も
ど
ろ
う
。
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正
確
に
言
え
ば
、
姦
罪
の
「
既
遂
」
と
「
未
遂
」

の
概
念
は
、
金
代
の
泰
和
律
の
前
の

宋
弐
、
遅
く
と
も
高
宋
後
期
に
は
既
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
姦
罪
に
死
刑
を
あ

て
る
法
の
始
ま
り
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
五
代
の
後
、
宋
初
に
は
死
刑
を
減
じ
て
流
罪
に

改
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
は
ま
た
強
姦
罪
の
一
で
あ
る
「
盗
に
国
り
て
強
姦
」

に
は
絞
荊
を
充
て
て
い
る
G

そ
し
て
後
世
の
金
代
と
元
代
に
は
、
遂
に
強
姦
罪
は
一
律

に
絞
荊
に
処
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ほ
か
、
宋
代
に
は
夫
方
に
姦
す
る
者
を
捕
ら
え
る
権
を
賦
与
し
、
さ
ら
に
姦
婦

を
殺
し
た
夫
は
不
睦
の
罪
に
入
れ
な
い
と
し
た
が
、
一
克
代
以
後
に
な
る
と
、
こ
れ
が

「
姦
夫
を
殺
死
す
る
者
は
無
罪
」
と
な
る
。
こ
の
類
い
の
案
件
中
の
夫
方
に
有
利
な
条

件
を
大
い
に
強
化
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
家
父
長
権
威
の
成
長
を
明
示
す
る
。

判
語
の
内
容
か
ら
み
る
と
、
ま
ず
、
家
庭
内
姦
罪
案
件
の
大
半
は
軽
き
に
従
い
処
分

を
緩
や
か
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
尊
長
は
多
く
不
処
分
の
処
理
を
得
て
い
る
。

被
害
女
性
は
多
く
離
婚
さ
れ
て
、
夫
の
家
を
離
れ
、
新
た
な
出
発
を
始
め
て
い
る
。

次
に
、
こ
の
類
い
の
判
決
に
は
二
つ
の
重
要
な
原
則
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

てコ

は
事
件
発
生
後
必
ず
直
ち
に
官
に
報
じ
て
処
理
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
宋
代
の
法



律
は
夫
方
に
姦
す
る
者
を
諦
ら
え
る
権
を
賦
与
し
た
が
、
も
し
姦
通
の
現
場
で
姦
夫
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
直
ち
に
宮
世
間
に
報
告

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
は
、
姦
通
事
件
が
も
し
夫
方
に
よ
っ
て
告
さ
れ
な
け
れ
ば
、
{
呂
府
は
放
任
の
態
震
を
取
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
前
者
は
、
家
庭
内
暴
力
案
件
は
、
法
律
の
家
父
長
権
威
を
保
護
す
る
と
い
う
原
即
に
ふ
れ
て
く
る
の
で
、
そ
の
審
理
に
は
困
難
な
点

が
あ
る
こ
と
を
一
不
す
。
後
者
が
追
求
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
事
件
が
発
生
し
た
後
の
時
効
性
と
自
訴
原
別
で
あ
る
。
現
代
の
眼
で
も
っ
て
見

れ
ば
、
こ
の
時
代
の
こ
の
こ
つ
の
原
則
に
は
進
歩
の
一
面
が
あ
る
。

注(
l
)

下
倉
渉
「
秦
摸
姦
淫
罪
雑
考
」
(
『
東
北
学
院
大
学
論
集
|
歴
史

学
・
地
理
学
』
三
九
、
二

O
O
五
年
三
月
)
。

(
2
)

七
野
敏
光
「
元
初
強
姦
犯
殺
害
の
一
裁
判
案
件
に
つ
い
て
」

(
『
大
薮
経
済
法
務
大
学
法
学
論
集
」
西
六
、
二

0
0
0年
三
月
)
。

(
3
)

張
中
秋
「
中
国
封
建
社
会
姦
罪
論
述
」
(
『
南
京
大
学
学
報
」
一

九
八
七
i
三
、
楊
一
凡
主
編
「
中
国
法
棋
史
考
証
i
法
史
考
証
重
要

論
文
選
一
輝
・
律
令
考
乙
編
第
一
巻
』
中
国
社
会
私
学
出
版
社
、

二
O
O
三
年
九
月
、
所
収
)
。

(
4
)

下
倉
氏
前
掲
論
文
9

(
5
)

郭
東
坦
『
宋
代
法
制
研
究
」
(
河
北
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七

年
四
月
)
一
四
四

i
一
四
五
頁
。

(
8
)

椀
立
言
「
従
法
律
糾
紛
看
宋
代
的
父
権
家
長
範
l

父
母
由
男
姑
与

子
女
嬉
婿
相
争
」
(
「
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
六
九
i

三
、
一
九
九
八
年
九
日
月
)
。

(
7
)

戴
炎
輝
『
陸
相
律
各
論
』
(
成
文
出
版
社
、

一
九
六
五
年
初
版
)
六
六
一

1
六
六
三
頁
。

(
8
)

宮
崎
市
定
「
宋
元
時
代
の
法
制
と
裁
判
機
構
|
一
克
典
章
成
立
の

時
代
的
・
社
会
的
背
景
i

」
(
『
東
方
学
報
」
〈
京
都
〉
二
題
、
一
九

五
四
年
二
月
、
「
宮
崎
市
定
全
集
』
一
一
、
岩
波
書
庖
、
一
九
九
二

年
四
月
、
所
収
。
中
文
訳
註
楊
一
九
主
編
「
中
国
法
制
史
考
証

l
E

本
学
者
考
証
中
国
法
制
史
重
要
成
果
選
訳
・
宋
遼
西
夏
巻
丙
編

第
三
巻
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二

O
O
三
年
九
月
、
所
収
)

(
2
)

宋
代
の
折
技
法
に
つ
い
て
は
、
川
村
康
「
宋
代
折
杖
法
拐
考
」

(
「
早
稲
田
法
学
」
六
五

i
園
、
一
九
九
O
年
二
一
月
。
中
文
訳
は
前

注
所
掲
揚
一
凡
主
編
書
に
あ
る
)
参
頭
。

(
m
w
)

配
役
は
一
般
に
は
配
軍
、
配
流
あ
る
い
は
配
隷
と
称
さ
れ
る
。

議
賀
秀
三
氏
の
解
釈
で
は
、
「
配
軍
と
は
、
癌
軍
す
な
わ
ち
地
方
の

雑
寧
に
編
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
癌
軍
は
中
央
の
禁
軍
と
は
異
な
っ

て
、
資
質
・
装
備
と
も
に
劣
悪
で
あ
り
、
戦
闘
よ
り
も
地
方
の
要
所

や
官
舘
の
警
稿
、
そ
の
仙
沼
諸
般
の
雑
役
に
駆
使
さ
れ
る
集
団
で
あ
っ

た
。
配
軍
に
際
し
て
、
顔
に
入
墨
を
施
す
こ
と
が
多
く
、
こ
の
有
蕪

一
九
八
八
年
五
月
、
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に
よ
っ
て
璃
字
と
不
耕
字
に
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
配
せ
ら
れ
る
軍
の

単
位
の
種
類
に
よ
っ
て
、
軽
き
か
ら
挙
げ
て
、
本
城
・
牢
域
・
重
役

の
別
が
あ
り
、
そ
の
営
訴
の
所
在
地
の
遠
さ
や
環
境
に
よ
っ
て
、
本

州
、
隣
州
、
五
百
里
、
千
里
、
二
千
里
、
三
千
里
、
遠
悪
州
、
沙
門

島
な
ど
の
等
級
が
あ
っ
た
」
(
同
氏
「
中
国
法
制
史
論
集
i

法
典
と

荊
罰
』
都
文
社
、
二

O
O
三
年
一
月
、
三
二
三
夏
)
。
ま
た
、
辻
正

博
「
宋
初
の
配
流
と
配
軍
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
五
二
e
g
g
-
-
2

三
、
一
九
九

三
年
二
一
月
)
、
「
北
宋
『
配
隷
』
努
議
」
(
「
滋
賀
医
科
大
学
基
礎
学

研
究
』
五
、
一
九
九
四
年
)
、
「
宋
代
の
流
刑
と
配
役
」
(
『
史
林
』
七

八
i
五
、
一
九
九
五
年
九
丹
、
中
文
訳
は
前
注
一
昨
掲
楊
一
凡
主
編
書

に
あ
る
)
参
照
。

(
日
)
『
慶
一
冗
篠
法
事
類
』
巻
七
五
「
編
配
流
役
・
名
例
勅
」
。

(
立
)
沙
問
島
は
虫
東
盈
舟
の
外
海
に
あ
り
、
宋
代
の
重
罪
犯
が
流
さ

れ
る
所
で
あ
っ
た
。
志
田
不
動
麿
「
沙
問
島
」
(
『
東
方
学
」
二
四
、

一
九
六
二
年
九
月
)
参
照
。

(
日
)
「
宋
史
」
巻
二

O
一
部
法
志
、
元
結
六
年
飛
部
言
条
。

(
日
)
宋
代
の
身
分
制
に
つ
い
て
は
、
高
橋
芳
郎
「
宋
i

清
身
分
法
の

硬
究
」
(
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二

O
O
一
年
二
月
)
参
照
。

(
日
)
宋
代
の
養
子
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
村
康
「
宋
代
に
お
け
る
養

子
法
i

判
語
を
主
た
る
史
料
と
し
て
」
(
『
早
積
田
法
学
』
六
四
i

一、

一
一
、
一
九
八
八
年
二
一
月
、
一
九
八
九
年
二
月
)
参
語
。

(
時
)
『
宋
荊
統
』
巻
一
四
戸
婚
律
の
「
同
姓
及
外
娼
有
服
共
為
婚
姻

弁
夫
喪
守
志
」
・
「
妾
逃
亡
婦
女
」
・
監
臨
婚
妻
井
在
法
要
人
妻
妾
」
・

「
和
妻
人
妻
井
七
出
義
絶
和
離
」
・
「
主
与
奴
妻
良
人
井
詐
妄
嫁
妻
」

な
ど
の
条
。

(
刀
)
『
宋
部
統
』
巻
一
四
戸
婚
律
の
「
違
律
為
婚
井
定
婚
年
限
」
条
。

(
見
)
『
宋
刑
統
」
巻
一
四
戸
婚
件
俸
の
「
和
要
人
妻
井
七
出
義
絶
和
離
」

条。

(
m
w
)

前
注
に
同
じ
c

(
お
)
『
宋
璃
統
』
巻
二
八
措
亡
律
「
将
吏
追
捕
罪
人
弁
捕
送
、
道
蕗

人
助
播
」
条
。

(
幻
)
同
前
。
「
再
居
相
為
揺
」
は
『
宋
刑
統
』
巻
六
名
例
律
「
有
罪

椙
容
揺
」
条
に
見
え
る
。

(
2
)
「
編
管
」
に
つ
い
て
滋
賀
秀
三
氏
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。
「
一
編
管
と
は
、
遠
橋
地
に
押
送
し
て
、
そ
の
地
で
自
主
的
に

生
計
を
立
て
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
地
の
地
方
官
庁
の
監
察
下
に
お
く

も
の
で
あ
る
。
編
管
の
者
は
、
毎
月
出
頭
し
て
点
呼
を
受
け
る
義
務

を
負
う
だ
け
で
、
ヨ
常
生
活
は
一
殻
市
民
と
異
な
ら
な
い
。
貧
乏
で

自
活
し
得
な
い
者
に
は
、
乞
写
に
準
じ
て
常
平
倉
か
ら
米
が
支
給
さ

れ
る
。
」
(
『
中
圏
法
制
史
論
集
i

i
法
典
と
刑
罰
」
、
三
二
コ
一
頁
、
創

文
社
、
二

O
O
三
年
一
月
)
。
ま
た
辻
正
博
「
宋
代
編
管
制
度
考
」

(
『
東
洋
史
薪
究
』
六
一
l
e
f
t
-

三
、
二

O
O
二
年
二
一
月
)
参
照
。

(
お
)
注
六
前
謁
梯
立
言
氏
論
文
。

(
包
)
清
暁
集
研
究
会
『
名
公
書
判
清
明
集
(
懲
悪
円
)
訳
注
稿
そ

の
一
』
、
二
二

1
二
密
頁
。

(
お
)
「
交
管
」
と
は
梧
手
の
管
轄
に
委
ね
る
こ
と
。
清
明
集
研
究
会

『
名
公
書
判
清
明
集
(
懲
悪
門
)
訳
注
稿
そ
の
一
』
、
二
四
頁
、
注

一七。
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(
お
)
薄
明
集
証
明
究
会
「
名
公
書
判
清
明
集
(
懲
悪
内
)

の
一
』
、
二
五

i
二
八
頁
。

(
訂
)
清
明
集
研
究
会
「
名
公
書
判
清
明
集
(
懲
悪
円
)
訳
注
稿

の
一
』
、
二
一
j
二
六
頁
。

(
お
)
「
宋
剤
統
』
巻
一
三
戸
婚
律
「
婚
嫁
妄
官
井
離
之
正
之
」
。

(
m
U
)

「
宋
飛
統
』
巻
六
名
部
律
「
二
罪
以
上
倶
発
及
累
許
信
法
」
。

(
却
)
清
明
集
研
究
会
『
名
公
書
判
清
明
集
(
入
品
門
)
訳
注
稿
上
』
、

三
二

i
三
四
頁
。

(
訂
)
清
明
集
研
究
会
「
名
公
書
判
清
明
集
(
懇
悪
門
)
訳
注
稿
そ

の
一
』
、
七

i
九百八。

(
認
)
「
宋
飛
統
』
巻
二
八
議
亡
律
「
将
吏
追
捕
罪
人
井
芳
人
捕
送
、

道
路
入
助
捕
」
条
。

訳
注
稿

そそ

(
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科

博
士
後
期
課
程
平
成
十
四
年
三
月
卒
業
、

台
湾
東
海
大
学
霊
史
学
系
助
理
教
授
)

(
翻
訳
窪
添
慶
文
先
生
)
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